
新
た
な
近
代
イ
ギ
リ
ス
史
像
と
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ

－

1
・
川
北
稔
『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
』
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

常

行

敏

夫

は

じ

め

tこ

川
北
稔
の
こ
の
野
心
作
（
以
下
、
本
書
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
楠
弁
敏
朗
を
は
じ
め
と
す
る
何
人
か
の
研
究
者
に
よ
る
書
評
が
既
に

あ
お
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
愚
を
覚
悟
の
上
で
、
筆
者
が
拙
な
い
批
評
を
試
み
ん
と
す
る
の
は
、
以
下
の
理
由
に

よ
る
。こ

れ
ま
で
の
書
評
は
、
評
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
｜
｜
掲
載
紙
の
紙
幅
の
制
限

を
考
慮
し
て
も
な
お
｜
｜
外
在
的
な
批
評
だ
、
と
の
印
象
を
筆
者
は
禁
じ
え
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
自
覚
的
に
比
較
経
済
史

。

研
究
の
流
れ
に
沿
っ
て
仕
事
を
進
め
で
い
る
」
と
明
言
し
、
論
評
も
そ
の
「
立
場
か
ら
」
お
こ
な
う
こ
と
を
宣
言
し
た
楠
井
の
場

合
、
そ
の
書
評
の
半
分
以
上
が
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
・
比
較
経
済
史
学
・
大
塚
史
学
の
問
題
意
識
と
方
法
論
の
解
説
、
そ
れ
ら
に

対
す
る
川
北
の
無
理
解
と
誤
解
の
指
摘
で
埋
め
尽
さ
れ
て
い
る
。
内
在
的
と
言
い
う
る
部
分
は
、
第
二
節
の
「
本
書
で
函
き
出
さ
れ

た
歴
史
像
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
本
書
で
川
北
が
描
い
た
歴
史
像
に
対
す
る
断
罪
の
み
で
あ
る
。
川
北

の
論
理
を
つ
き
つ
め
れ
ば
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
は
従
属
地
域
の
略
奪
H
収
奪
に
尽
き
る
、
と
い
う
楠
井
の
指
摘
は
あ
る
意
味
で
は
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正
し
い
。
だ
が
、
本
書
に
結
実
し
た
川
北
の
努
力
を
、

し
て
い
る
か
に
見
え
て
実
は
、
『
略
奪
』

H
『
収
奪
』
｜
l
本
国
で
の
富
の
蓄
積
と
い
う
論
証
ぬ
き
で
も
自
明
な
命
題
を
除
け
ば
、

何
一
つ
説
明
し
て
い
な
バ
ピ
と
切
っ
て
捨
て
る
の
は
、
い
さ
さ
か
乱
暴
に
す
ぎ
よ
う
。
様
々
な
方
法
を
駆
使
し
て
新
た
な
領
域
を
開

拓
せ
ん
と
し
た
川
北
の
学
問
的
苦
闘
の
そ
の
よ
う
な
形
で
の
断
罪
は
、
そ
の
成
果
の
み
な
ら
ず
そ
の
方
法
を
も
否
定
す
る
こ
と
に
つ

「
川
北
氏
の
図
式
は
：
：
：
氏
の
巧
み
な
論
理
構
成
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
説
明

338 

な
が
り
か
ね
な
い
危
険
性
を
苧
ん
で
い
る
。

楠
井
み
ず
か
ら
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
メ
テ
ロ
化
さ
れ
て
い
な
い
比
較
経
済
史
学
・
大
塚
史
学
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史

学
は
、
「
分
析
の
出
発
点
を
生
産
す
る
個
々
人
の
営
み
」
に
置
く
が
故
に
、
「
機
能
的
な
分
析
に
お
い
て
も
：
：
：
『
組
織
』
の
意
志

決
定
に
か
か
わ
る
政
策
分
析
の
ば
あ
い
で
も
、

：
：
：
一
人
び
と
り
の
勤
労
民
衆
と
の
関
係
が
聞
い
続
け
ら
れ
、

：
：
・
社
会
史
、
宗
教

、（
S｝

史
、
あ
る
い
は
政
治
史
に
対
し
て
つ
ね
に
聞
か
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い
る
」
（
傍
点
は
筆
者
）
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
比
較

経
済
史
学
・
大
塚
史
学
が
聞
か
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
史
・
宗
教
史
・
政
治
史
に
対
し
て
の
み
で
は
な
い
。
そ
れ
が
ど
ん
な
に
物
象

化
さ
れ
た
関
係
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
て
い
る
と
し
て
も
、
物
価
史
に
も
人
口
史
に
も
聞
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
し
、
聞
か
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
生
産
す
る
諸
個
人
が
人
口
と
し
て
現
わ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
的
諸
現
象
は
、
即
自
的
に
は
、

物
象
化
さ
れ
た
形
態
で
現
わ
れ
る
他
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
物
象
化
さ
れ
た
諸
現
象
の
研
究
を
「
俗
物
的
」
だ
と
拒
否

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
研
究
を
素
材
と
し
て
利
用
し
な
が
ら
概
念
化
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
は
言
う
に

A
U
6
V
 

及
ば
ず
、
比
較
経
済
史
学
・
大
塚
史
学
の
方
法
態
度
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
人
口
史
・
物
価
史
な
ど
の
方
法
を
駆
使
し
て
い
る
本
書
第
I
部
に
対
す
る
楠
井
の
評
価
は
き
わ
め
て
低
い
、
「
味
気
な

い
経
済
変
数
の
数
量
的
表
示
、
あ
る
い
は
精
々
の
と
こ
ろ
そ
の
解
釈
が
全
ベ

l
ジ
を
埋
め
尽
一
色
と
い
う
表
現
に
は
、
人
口
史
的
・

物
価
史
的
研
究
を
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
頭
か
ら
拒
否
す
る
か
の
よ
う
な
楠
井
の
態
度
が
見
え
か
く
れ
す
る
の
で
あ

， ． 



る
。
比
較
経
済
史
学
・
大
塚
史
学
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
態
度
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

楠
弁
ほ
ど
に
は
比
較
経
済
史
学
・
大
塚
史
学
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
筆
者
で
は
あ
る
が
、
自
分
の
立
場
を
相
対
化
す
る
た

め
に
も
、
川
北
に
学
び
な
が
ら
彼
が
本
書
で
駆
使
し
た
方
法
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
歴
史
像
を
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
小
論
は
川
北
の
方
法
と
格
闘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
文
字
ど
お
り
の
習
作
に
渇
き
な
い
。
だ
が
、
成

果
は
ど
ん
な
に
貧
し
く
と
も
、
著
者
と
の
創
造
的
対
話
と
い
う
書
評
の
あ
る
べ
き
姿
を
筆
者
な
り
に
実
践
し
よ
う
と
し
た
、
と
の
自

負
は
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
書
「
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
る
川
北
の
学
問
的
苦
闘
に
対
す
る
敬
意
の
表
明
で
も
あ
る
。

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

注（
1
〉
川
北
稔
『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提

l
l帝
国
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
｜
｜
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
一
一
月
刊
、

A
五
判
、
四
O
四
頁
。

（2
）
楠
井
敏
朗
「
工
業
化
と
近
代
化
｜
｜
川
北
稔
『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
』
に
対
す
る
一
つ
の
批
判
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
、
第
五
三
三
号
、

一
九
八
四
年
）
、
近
藤
和
彦
「
商
業
革
命
・
帝
国
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
｜
｜
川
北
稔
『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
』
｜
｜
」
〈
『
思
想
』
、
一
九
八

四
年
、
六
月
号
）
、
中
川
辰
洋
「
川
北
稔
著
『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
｜
｜
帝
国
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
』
」
（
『
経
済
評
論
』
、
一
九
八
四
年
、
八

月
号
）
。

ハ
3
）
楠
井
敏
朗
、
前
掲
論
文
、
二
三
頁
。
「
あ
る
意
味
で
は
」
と
留
保
し
た
の
は
、
川
北
に
は
「
生
活
革
命
論
」
と
い
う
独
自
の
「
園
内
市
場

論
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
の
評
価
ぬ
き
に
川
北
の
論
理
を
断
罪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（4
）
楠
弁
敏
朗
、
前
掲
弘
前
文
、
三
四
頁
。

（5
）
楠
弁
敏
朗
、
前
掲
論
文
、
一
一
一
一
頁
。

（

6
）
隣
接
諸
領
域
か
ら
の
吸
収
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
歴
史
理
論
の
革
新
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
望
月
清
司
の
以
下
の
諸
論
稿
を
参
照

さ
れ
た
い
。
「
第
三
世
界
を
包
み
こ
む
世
界
史
像
」
、
『
経
済
評
論
』
一
九
八
一
年
四
月
号
、
「
生
産
様
式
接
合
の
理
論
」
、
『
経
済
評
論
』
一

九
八
一
年
七
月
号
、
「
資
本
の
文
明
化
作
用
に
つ
い
て
」
、
『
経
済
学
論
集
』
第
四
九
巻
第
三
号
。
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7
〉

楠
井
敏
朗
、
前
掲
論
文
、
三
一
一
良



本
書
の
構
成
と
内
容

340 

本
書
に
学
び
本
書
の
方
法
と
格
闘
し
な
が
ら
と
い
う
小
論
の
性
格
上
、
本
書
の
構
成
と
内
容
を
や
や
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し

p

－、。
＋’L
V
 

本
書
は
、
第
工
部
「
工
業
化
前
の
経
済
変
動
」
、
第
E
部
「
『
商
業
革
命
』
の
展
開
」
、

『
商
業
革
命
』
の
社
会
｜
｜
」
の
三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
I
部
「
工
業
化
前
の
経
済
変
動
」
に
お
い
て
、
川
北
は
、
ま
ず
一
七
世
紀
前
半
に
破
産
を
と
げ
る
一
六
世
紀
来
の
経
済
成
長
の

パ
タ
ー
ン
（
「
一
六
世
紀
型
成
長
」
）
を
折
出
し
、
破
産
の
原
因
を
確
定
す
る
（
第
一
、
ニ
章
）
。
詳
細
は
後
段
の
批
判
的
検
討
に
譲

る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
基
本
的
論
点
と
し
て
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
一
六
世
紀
型
成
長
」
と
は
、
人
口
糟
大
に
起

因
す
る
経
済
の
量
的
拡
大
の
こ
と
で
あ
る
。
人
口
増
大
に
対
し
て
生
産
性
の
培
大
を
も
っ
て
対
応
で
き
な
い
こ
の
成
長
パ
タ
ー
ン
に

第
E
部
「
帝
国
と
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
｜
｜

は
限
界
が
あ
り
、

い
ず
れ
「
経
済
活
動
の
量
的
な
増
加
が
人
口
増
加
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
」

（
本
書
、

四
四
頁
）
こ
と
に
な
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
限
界
点
を
一
七
世
紀
前
半
に
迎
え
る
。
急
増
す
る
人
口
は
第
一
次
産
業
が
養
い
得
る
限
度
を
大
き
く
超
え
、

イ
ギ

況
が
重
な
り
、

リ
ス
は
「
生
態
学
的
危
機
」
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
、
イ
ギ
リ
ス
唯
一
の
輸
出
工
業
で
あ
っ
た
毛
織
物
工
業
の
輸
出
不

「
一
六
世
紀
型
成
長
」
の
破
産
を
促
進
す
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
と
い
う
政
治
的
動
乱
が
勃

発
す
る
。

「
生
態
学
的
危
機
」

H

「
一
六
世
紀
型
成
長
」
の
破
産
の
政
治
的
表
現
な
ど
で
は
決
じ
て
な

い
。
川
北
の
主
張
の
根
拠
に
対
す
る
批
判
的
検
討
は
後
段
で
お
こ
な
う
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
は
資
本
主
義
社

一
七
世
紀
中
葉
に
た
ま
た
ま
出
現
し
た
政
治
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

だ
が
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
は
、

会
の
成
立
を
画
す
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
」
と
し
て
で
は
な
く
、



て
の
み
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
、

一
七
世
紀
中
頃
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
新
た
な
成
長
の
型
へ
の
転
換
を
促
し
た
も
の
は
何
か
（
第
三
、

四
章
）
。
そ

れ
は
、
第
一
に
、
一
七
世
紀
中
頃
か
ら
出
現
す
る
人
口
成
長
の
停
滞
に
よ
る
経
済
に
対
す
る
人
口
圧
の
減
少
で
あ
り
、
第
二
に
、

地
主
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
農
業
改
良
の
進
展
で
あ
り
、
第
三
に
、
毛
織
物
製
品
に
代
わ
る
新
た
な
輸
出
商
品
で
あ
る
「
雑
工
業
製

品
い
生
産
の
発
展
で
あ
る
。

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

い
ま
第
一
の
原
因
で
あ
る
「
人
口
圧
の
減
少
」
を
ひ
と
ま
ず
お
け
ば
、
第
二
、
第
三
の
原
因
は
「
商
業
革
命
」
に
決
定
的
に
依
存

し
て
い
た
。
人
口
停
滞
に
起
因
す
る
穀
物
価
格
の
長
期
低
落
傾
向
下
で
農
業
改
良
を
お
こ
な
い
え
た
の
は
、
「
重
商
主
義
帝
国
」
の

膨
張
と
と
も
に
増
大
す
る
所
得
源
｜
｜
官
職
・
軍
の
ポ
ス
ト
・
植
民
地
・
商
業
・
国
債
ー
ー
を
持
っ
て
い
た
地
主
の
み
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
「
雑
工
業
」
の
発
展
を
支
え
た
の
は
、
圧
倒
的
に
外
国
市
場
、
特
に
西
イ
ン
ド
諸
島
と
北
米
の
新
市
場
で
あ
っ
た
。

「
商
業
革
命
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
「
農
業
改
良
」
の
展
開
と
「
雑
工
業
」
の
発
展
は
、

「
農
業
改
良
」
に
よ
る
一
層
の
穀
物
価
格
の
低
下
は
、

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
特
有
の
需
要

構
造
を
作
り
出
す
。
ま
ず
、

「
所
得
水
準
の
低
下
を
惹
き
起
さ
な
い
人
口
増

加
」
を
可
能
に
し
て
、
圏
内
需
要
を
順
調
に
成
長
さ
せ
る
。
他
方
で
は
、

「
雑
工
業
製
品
」
の
見
返
り
に
輸
入
さ
れ
る
砂
精
・
茶
・

煙
車
な
ど
の
消
費
物
資
が
「
生
活
革
命
」
を
促
進
し
て
人
々
の
消
費
意
識
を
激
変
さ
せ
、
圏
内
需
要
の
成
長
に
一
段
と
拍
車
を
か
け

る
の
で
あ
る
。

「
商
業
革
命
」
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
劇
的
な
内
・
外
需
要
の
増
大
、
こ
れ
が
「
工
業
化
の
起
点
」
で
あ
っ
た
。

以
上
が
第
工
部
の
基
本
的
内
容
で
あ
る
c

容
易
に
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
川
北
は
こ
の
第
I
部
で
彼
の
言
う
「
工
業
化
の
歴
史

的
前
提
」
の
基
本
的
枠
組
み
を
描
き
終
え
て
い
る
。
第
E
部
、
第
直
部
は
、
「
商
業
革
命
」
と
「
生
活
革
命
」
の
具
体
的
叙
述
に
よ

る
基
本
的
枠
組
み
に
対
す
る
肉
づ
け
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
概
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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「
イ
ギ
リ
ス
商
業
革
命
」
の
特
徴
は
、
（
1
）
貿
易
相
手
地
域
の
激
変
、
（
2
）
商
品
構
成
の
根
本
的
変
化
、

の
二
点
に
集
約
的
に



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易
の
比
重
の
低
下
と
「
新
世
界
」
・
ア
ジ
ア
貿
易
の
比
重
の
劇
的
な

増
大
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
商
品
構
成
の
根
本
的
変
化
と
は
、
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
輸
出
構
成
に
占
め
る
植
民
地
物
産
再
輸
出
の

割
合
い
の
急
増
で
あ
り
、
第
二
に
、
伝
統
的
な
輸
出
商
品
た
る
毛
織
物
製
品
に
代
わ
る
「
雑
工
業
製
品
」
｜
｜
鉄
・
銅
・
リ
ネ
ン
・

表
現
さ
れ
る
。
貿
易
相
手
地
域
の
激
変
と
は
、
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綿
織
物
｜
｜
輸
出
の
急
速
な
成
長
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
輸
出
構
成
に
占
め
る
植
民
地
物
産
の
再
輸
出
の
比
率
と
「
雑
工
業
製
品
」
輸
出
の
比
率
の
増
大
は
、
独
立
し
た
別
個

の
現
象
で
は
な
い
。
植
民
地
物
産
は
、
植
民
地
に
対
す
る
「
雑
工
業
製
品
」
輸
出
の
見
返
り
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
そ
の
再
輸
出
は
そ
れ
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
「
雑
工
業
製
品
」
輸
出
の
価
値
が
実
現
で
き
な
い
、
そ
の
よ
う
な
構
造
的
連

間
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
将
来
の
産
業
革
命
の
担
い
手
と
な
る
「
雑
工
業
」
、
特
に
綿
工
業
に
と
っ
て
、
植
民
地
、
な
か
で
も
「
新

世
界
」
は
原
料
供
給
基
地
・
製
品
市
場
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
価
値
実
現
の
た
め
に
も
不
可
欠
の
在
存
で
あ
っ
た
の
だ
。

だ
が
、
「
新
世
界
」
は
「
雑
工
業
」
に
と
っ
て
の
み
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
「
イ
ギ
リ
ス
商
業
革
命
」
の
展
開
を
可
能
に
し

た
「
重
商
主
義
帝
国
」
の
存
立
そ
れ
自
体
を
支
え
た
も
の
、
そ
れ
が
「
新
世
界
」
、
特
に
西
イ
ン
ド
諸
島
で
あ
っ
た
。
本
書
一
四
一

頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
極
め
て
興
味
ぶ
か
い
図
に
よ
れ
ば
、
「
重
商
主
義
帝
国
」
を
結
び
合
わ
せ
て
い
る
幾
層
も
の
三
角
貿
易
は
、

そ
の
ど
れ
も
が
本
国
と
西
イ
ン
ド
諸
島
を
結
ぶ
一
辺
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
イ
ン
ド
諸
島
は
す
べ
て
の
三
角
貿
易
の
存
立

を
支
え
て
、
全
植
民
地
を
本
国
を
中
心
に
循
環
す
る
経
済
圏
の
中
に
統
合
す
る
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
西
イ
ン
ド
諸
島

イ
ギ
リ
ス
工
業
製
品
に
対
す
る
曜
大
な
外
国
市
場
を
作
り
出
し
、
工
業
化
〔
H
産
業
革
命
〕

に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
帝
国
経
済
が
、

の
前
提
条
件
の
一
つ
を
築
き
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

帝
国
経
済
が
イ
ギ
リ
ス
工
業
化
に
果
し
た
役
割
は
こ
れ
に
尽
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
帝
国
経
済
は
そ
の
拡
大
と
と
も
に
、大
量
の

「
疑
似
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
を
生
み
出
し
て
、
重
商
主
義
的
政
治
・
社
会
体
制
H
「
地
主
支
配
体
制
」
を
安
定
化
さ
せ
る
。



「
疑
似
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
と
は
「
真
正
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
の
要
件
で
あ
る
土
地
財
産
は
持
た
な
い
が
、
生
活
様
式
H
消
費

の
型
と
し
て
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
的
な
生
活
・
消
費
を
営
む
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
帝
国
経
済
の
拡
大
は
貿
易
商
人
の
社
会
的
地
位

を
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
的
職
業
」
に
ま
で
高
め
、
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
商
人
」
を
成
立
さ
せ
る
。
他
方
、
た
び
重
な
る
重
商
主
義
戦

争
の
戦
費
を
賄
う
ベ
く
発
行
さ
れ
た
大
量
の
公
債
、
交
通
革
命
に
と
も
な
っ
て
発
行
さ
れ
た
運
河
株
な
ど
が
「
証
券
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ

ン
」
の
成
立
を
可
能
に
し
た
。
そ
し
て
、
植
民
地
そ
の
も
の
が
「
疑
似
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
誕
生
の
多
数
の
機
会
を
提
供
し
た
（
不

在
化
し
た
西
イ
ン
ド
・
プ
ラ
ン
タ
1
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
役
人
・
軍
人
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
不
在
地
主
）
。

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

帝
国
拡
大
と
「
商
業
革
命
」
の
展
開
に
よ
る
多
様
な
「
疑
似
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
の
誕
生
は
、
ま
ず
第
一
に
、

ン
の
次
・
三
男
問
題
」
を
一
挙
に
解
決
し
、
第
二
に
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
と
非
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
と
の
聞
に
適
当
な
流
動
性
を

「
地
主
支
配
体
制
」
に
歴
史
上
比
類
な
き
安
定
性
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
本
国
の
地
主
支
配
は
植
民
地

「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

帝
国
の
存
在
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
〔
帝
国
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン

f
〕。

他
方
で
、
著
修
禁
止
法
が
一
七
世
紀
初
頭
に
い
ち
早
く
魔
棄
さ
れ
、
消
費
に
対
す
る
身
分
制
的
規
制
が
消
滅
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
お
け
る
多
様
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
街
示
的
消
費
は
、
中
・
下
層
民
の
模
倣
的
な
消
費
を
喚
起
す
る
。
こ
こ
に
、
全
国
民
的

な
規
模
で
の
「
生
活
革
命
」
H
「
消
費
革
命
」
が
急
激
に
進
行
し
て
消
費
水
準
が
飛
躍
的
に
上
昇
し
、
大
規
模
な
圏
内
需
要
が
出
現

し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

「
生
活
革
命
」
の
進
行
は
人
々
の
「
労
働
意
欲
」
を
も
根
本
的
に
変
革
す
る
。
工
業
化
前
の
労
働
者
は
、
慣
習
的
な
「
必
要
」
以

上
の
も
の
を
求
め
て
働
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
〔
「
反
転
労
働
供
給
曲
線
」
の
成
立
〕
。
だ
が
、
「
生
活
革
命
」
の
進
行
と
と
も
に
、

人
々
の
労
働
意
欲
は
「
必
要
」
で
は
な
く
、
「
生
活
水
準
」
H
「
消
費
水
準
」
の
向
上
に
も
と
づ
く
よ
う
に
な
る
。
人
々
は
よ
り
高

よ
り
多
く
の
労
働
を
供
給
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
に
「
反
転
労
働
供
給
曲
線
」
は
消
滅
し
、
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い
賃
金
を
求
め
て
移
動
を
開
始
し
、



か
つ
持
続
的
に
ひ
き
上
げ
ら
れ
、
圏
内
需
要
も
絶
え
間
な
く
増
大
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
の
で

あ
る
」
（
本
書
、
三
七
ニ
頁
。
傍
点
は
原
文
）
。
と
同
時
に
、
工
業
化
に
必
要
不
可
欠
な
工
場
労
働
に
適
合
的
な
労
働
者
が
形
成
さ
れ

「
労
働
供
給
と
所
得
が
同
時
に
、
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始
め
た
、
と
言
え
よ
う
。

植
民
地
帝
国
の
拡
大
に
よ
る
「
商
業
革
命
」
は
、

「
地
主
支
配
体
制
」
に
よ
る
安
定
し
た
社
会
を
実
現
す
る
一
方
で
、
ジ
ェ
ン
ト

工
業
化
の
い
ま
一
つ
の
前
提
条
件
で
あ
る
広
大
な
圏
内
市
場

ル
マ
ン
の
椅
示
的
消
費
を
起
動
力
に
し
て
「
生
活
革
命
」
を
遂
行
し
、

を
新
た
な
労
働
者
と
と
も
に
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

第
工
部
で
提
示
さ
れ
た
「
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
枠
組
み
が
「
豊
か
な
実
証
」
を
も
っ
て
肉
づ
け
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
主
業
化
〔
産
業
革
命
〕
の
歴
史
的
前
提
を
作
り
出
し
た
の
は
、
植
民
地
帝
国
の
拡
大
に
よ
る
「
商
業
革

命
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
積
極
的
に
推
進
し
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
｜
｜
地
主
と
大
商
人
ー
ー
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
を
「
帝

国
」
と
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
と
い
う
こ
つ
の
視
角
に
よ
っ
て
描
き
切
る
と
い
う
川
北
年
来
の
真
撃
な
努
力
は
、

歴
史
像
と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

一
つ
の
完
結
し
た

だ
が
、
こ
の
「
新
た
な
歴
史
像
」
は
、

リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
も
の
と
し
て
我
々
を
説
得
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
川

北
に
学
び
な
が
ら
川
北
的
歴
史
像
の
検
証
に
向
う
こ
と
に
し
た
い
。
検
証
の
仕
方
と
し
て
は
、
第
五
部
、
第
E
部
の
諸
問
題
を
批
判

的
に
検
討
し
な
が
ら
、
次
第
に
第
I
部
の
基
本
的
枠
組
み
に
追
っ
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（1
）
「
帝
国
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
と
い
う
視
角
の
提
唱
を
、
川
北
は
一

O
年
前
に
行
な
っ
て
い
た
（
柴
田
三
千
雄
他
編
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
史

の
再
検
討
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
二
年
、
所
収
の
「
工
業
化
前
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
と
経
済
」
を
見
よ
）
。



「
生
活
革
命
」

と
購
買
力

ー

l
「
生
活
革
命
μ

と
市
場
論
｜
｜

「
生
活
革
命
」
論
と
い
う
独
自

川
北
の
「
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
」
は
、
楠
井
の
言
う
よ
う
に
外
国
市
場
一
本
槍
り
で
は
な
く
、

の
「
圏
内
市
場
論
」
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々
は
、
川
北
の
「
圏
内
市
場
論
」
の
論
理
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

て
、
川
北
的
歴
史
像
検
証
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
に
し
た
い
。

既
に
見
た
よ
う
に
、
圏
内
需
要
の
増
大
を
支
え
る
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
「
生
活
革
命
」
は
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
の
街
示
的
消
費
の

下
層
へ
の
普
及
・
浸
透
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
衆
は
消
費
水
準
H
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
る
身
分
的
上
昇
を
求
め

て
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
的
消
費
生
活
を
競
っ
て
模
倣
す
る
よ
う
に
な
る
。
消
費
水
準
を
め
ぐ
る
人
々
の
社
会
的
競
争
が
人
々
に
高

い
賃
金
の
希
求
と
多
量
の
労
働
供
給
を
お
こ
な
わ
せ
、
国
内
需
要
の
増
大
を
促
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

だ
が
川
北
も
認
め
る
よ
う
に
、
消
費
水
準
を
め
ぐ
る
社
会
的
競
争
が
作
り
出
す
の
は
、
さ
し
あ
た
り
、
大
衆
の
「
生
活
意
識
」
の

変
化
に
よ
る
主
観
的
欲
望
の
増
大
で
あ
る
。
人
々
の
主
観
的
欲
望
を
実
現
せ
し
め
、
そ
れ
を
客
観
的
な
需
要
に
転
換
し
う
る
も
の
、

す
な
わ
ち
、
大
衆
的
購
買
カ
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
川
北
の
答
え
は
、
本
書
に
一
貫
し
て
流
れ
る
彼
の
論
理
を
つ
き
つ
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ

る
（

1
）
 

一
七
世
紀
中
頃
か
ら
一
八
世
紀
中
頃
ま
で
の
人
口
の
停
滞
と
農
業
改
良
の
進
展
が
も
た
ら
し
た
穀
物
価
格
の
低
下
に
よ
る

一
人
当
り
の
実
質
所
得
の
増
大
。

「
新
世
界
」
を
市
場
と
す
る
「
雑
工
業
製
品
」
生
産
の
発
展
に
よ
る
雇
用
の
増
大
。
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（

2
）
 



』
の
二
つ
が
大
衆
的
購
買
力
の
増
大
を
促
し
、

「
生
活
革
命
」
に
よ
っ
て
膨
れ
上
が
る
人
々
の
主
観
的
欲
望
を
需
要
に
転
換
し
た

64－
 

9JV 

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
大
衆
的
購
買
力
増
大
の
ニ
つ
の
原
因
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
起
点
を
圏
外
に
持
っ
て
い
る
こ
と
に
、
我
々
は
注
目
し
た

い
。
「
雑
工
業
」
の
市
場
的
基
礎
は
「
新
世
界
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
穀
物
価
格
低
迷
期
に
な
さ
れ
た
農
業

改
良
は
、
帝
国
経
済
の
膨
張
と
と
も
に
膨
れ
上
が
る

l
l地
代
以
外
の
｜
｜
所
得
源
泉
を
持
っ
て
い
た
地
主
が
主
導
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
農
業
改
良
の
起
点
も
国
外
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
生
活
革
命
」
の
推
進
カ
そ
れ
自
体
が
帝
国
経
済
の
拡

大
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
街
示
的
消
費
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
も
含
め
て
、
川
北
に
お
い
て
は
、
圏
内
市
場
の
形
成
カ

は
、
徹
頭
徹
尾
、
「
新
世
界
」
を
中
心
に
展
開
す
る
帝
国
経
済
と
い
う
外
の
力
で
あ
っ
た
の
だ
。
だ
が
、
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
圏

内
市
場
の
成
長
を
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
基
礎
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
川
北
的
「
圏
内
市
場
論
」
の
リ
ア
リ

「
雑
工
業
」
の
外
国
市
場
依
存
度
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

テ
ィ
を
問
う
た
め
に
、
最
初
に
、

個
々
の
「
雑
工
業
」
部
門
の
外
国
市
場
依
存
度
を
検
討
す
る
前
に
、

比
重
を
確
定
し
て
お
こ
う
。
表
付
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
に
占
め
る
「
雑
工
業
製
品
」
の

表
付
か
ら
は
次
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
明
ら
か
に
な
る
。

（

1
）
 

一
七
六

O
年
以
後
の
「
雑
工
業
製
品
」
輸
出
の
成
長
率
は
た
し
か
に
著
し
い
が
、
構
成
比
で
は
、

も
毛
織
物
製
品
が
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
る
こ
と
。

一
七
八

O
年
に
な
っ
て

（

2
）
 

一
七
六

O
年
以
前
の
輸
出
に
占
め
る
毛
織
物
製
品
の
比
率
は
八
割
強
か
ら
七
割
と
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
。

一
七
六

O
年
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
成
長
が
、
よ
し
ん
ば
、
輸
出
主
導
型
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
果
し
て
「
雑
工

し
た
が
っ
て
、

業
製
品
」
の
－輸
出
が
そ
の
推
進
力
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
き
わ
め
て
疑
問
で
あ
る
。



表（ー） JS世紀イギリスの鉱工業製品輸出額と初成比 (10年平均）

単位£000（第）

石 炭 鉄・鋼 非鉄金属および
綿糸・綿製品 毛糸・毛織物製品 リリネネンン製糸品 綿紛糸製 品 総 B-t その製

1100～1709 53.1 ( 1.6) 71.1 ( 2.2) 232.4 ( 7.2) 13.2 ( 0.4 ) 2,785.3 ( 86.0) 9.8 ( 0.3) 72.0 ( 2.2) 3,236.9 

1705～1714 62.l (1.7) 77.6 ( 2.1) 268.2 ( 7.2) 8.5 ( 0.2 ) 3,141.9 ( 84.1 ) 14.5 ( 0.4) 86.5 ( 2.3) 3,735.8 

1710-:--1719 80.3 ( 2.1) 100.4 ( 2.6) 279.0 ( ・7.3) 8.3 ( 0.2 ) 3,222.1 ( 84.7) 19.7(0.5) 93.6 ( 2.5) 3,803.4 

1715～1724 95.6 ( 2.6) 112.7 ( 3.1) 245.0 ( 6.6) 14.9 (_ 0.4 ) 3,105.9 ( 84.3) 23.8 ( 0.7) 87.3 ( 2.4 ) 3,685.2 

1720～1729 104.6 ( 2.8) 132.8 ( 3.6) 248.6 ( 6.7) 16.1 { 0.4 ) 3, ll5.6 ( 83.5 ) 28.5 (0.8) 84.9 ( 2.3) 3, 731.l 

1725～1734 107.0 ( 2.7) 157.9 ( 4.0) 296.7 ( 7.5) 11.9 ( 0.3 ) 3,248.1 ( 82.3) 36.5 (0.9) 87.8 ( ?.2) 3,945.9 

1730～1739 118.4 ( 2.7) 189.4 ( 4.3) 337.5 ( 7.7) 14.6 ( 0.3 ) 3,580.6 ( 81.9 ) 48.7 ( 1.1) 82.6 ( 1.9) 4,371.8 

1735～1744 131.0 ( 2.9) 240.9 ( 5.3) 404.6 ( 8.9) 15.2 ( 0.3 ) 3.5臼.6( 78.8) 77.2(1.7) 切.8(2.0) 4,523.3 

1740～1749 133.5 ( 2.9) 301.1 ( 6.6) 427.0 ( 9.4) 10.9 ( 0.2 ) 3.453.1 ( 75.9 ) 127.l ( 2.8) 95.9 ( 2.1) 4,548.6 

1745～1754 Hi5.0 (3.0) 380.7 ( 7.4 ) 431.9 ( 8.4) 37.8 ( 0.7 ) 3,823.3 ( 74.4) 200.5 ( 3.9) 111.3 ( 2.2) 5,140.5 

1750～1759 163.2 ( 2.8) 424.0 ( 7.2) 441.3( 7.5) 85.6 ( J.5 ) 4,338.5 ( 73.5) 282.0 (4.8) 165.3 ( 2.8) 5,899.9 

1755～1764 160.8 ( 2.5) 467.2 ( 7.2) 474.8 ( 7.3) 161.9 ( 2.5 ) 4,613.6 ( 71.1 ) 391.8 ( 6.0) 223.3 ( 3.4) 6,493.4 

1760～1769 263.8 ( 3.9) 594.3 ( 8.8) 581.8 ( 8.6) 227.l ( f3 ) 4,448.1 ( 65.6 ) 455.3 ( 6.7) 209.5 ( 3.1) 6,779.9 

1765～1774 338.5 ( 4.8) 738.4 ( 10.5 ) 651.2 ( 9.3) 2_36.5 ( 3.4 ) 4,3fi6.9 ( 62.2 ) 498.8 ( 7.J ) 182.2 ( 2.6) 7,001.5 

1770～1779 334.7 ( 5.2) 676.6 ( 10.5) 629.2 ( 9.7) 247.5 ( 3.8 ) 3,99.1.0 ( 6L7) 440.9 ( 6.8) 152.5 ( 2.4) 6,472.5 

1775～1784 332-1(5.0) 549.7 ( 8.2) 630.3 ( 9.4) 388.2 ( 5.8 ) 3,362.8 （印.4) 362.7 ( 5.4) 164.6 ( 2.5) 6,672.2 

1780～1789 403.4 ( 6.0) 659.3 ( 9.8} 731.4 ( 10.9) 756.3 ( 11.3 ) 3,518.1 ( 52.4) 439.7 ( 6.5) 206.9 ( 3.1) 6,715.1 

1785～1794 530.5 ( 5.9) 978.3 ( 10.8 ) 967.7・( 10.7) 1,389.2 ( 15.4 ) 4,286.9 ( 47.5) 638.3 ( 7.1 ) 229.5 ( 2.5) 9,020.4 

1790～1799 520.1 ( 4.4) 1,214.8 ( 10.3) 1,159.7 ( 9.9) 2,62氾.3( 22.3 ) 5,133.8 ( 43.7) 868.3 ( 7.4) 281.3 ( 2.4) 11.754.3 

• Mitchdi叩 dD副暗，AおImelof /Jril幼 HistoricalSlotistics, Ov町間畠 Tr岨eEより作成

• 1791 証＂までは E唱land田 dWal国その後はGr，剖 Bril加

k
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何



捺染リネンの消費量と輸出量（ 1712年一 19年）
単位ヤード

表（ニ）

捺染リネン総盆 輸出盈 圏内消費量 輸出率

1712-13 649 120 800 648 320 0.1% 

1713-14 765,600 11500 754.100 1.5% 

1714-15 965,120 5,280 959,840 0.55ぢ

1715-16 1,009,760 15,040 994 720 1.55彰

1716-17 1_.097,200 22240 1, 074,960 2.0% 

1717-18 1.355,040 36,960 1. 318,080 2.7% 

1718-19 1,203,200 37,600 1, 165,600 3.1労

Wadsworth & Mann ．白I/onT:均demu/ I11d11stial Lancashire l600cl78，α 
P. !38より作成。

し
か
し
、
川
北
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
う
る
。
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
経
済

成
長
に
貢
献
し
た
の
は
、
ま
さ
に
「
雑
工
業
製
品
」
輸
出
の
著
し
い
成
長
率
で

あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
毛
織
物
製
品
の
輸
出
額
が
ど
ん
な
に
巨
大
で
あ
っ
て

も
、
一
八
世
紀
初
期
か
ら
の
成
長
恥
は
安
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
経
済
成
長
の

牽
引
力
た
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
雑
工
業
製
品
」
の
｜
｜
絶
対
額
は
小
さ

く
と
も
｜
｜
輪
出
成
長
率
の
高
さ
、
こ
れ
が
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
牽
引

348 

し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
主
な
「
雑
工
業
」
部
門
の
輸
出
依
存
度
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

表
伺
は
一
七
一
一
一
年
2
一
七
一
九
年
の
聞
に
イ
ギ
リ
ス
圏
内
で
捺
染
さ
れ
た

リ
ネ
ン
量
と
輸
出
さ
れ
た
捺
染
リ
ネ
ン
量
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
捺
染
が

施
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
・
リ
泳
ン
は
イ
ギ
－J

Y

ス
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
は
限
ら

ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
産
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
産
・
ド
イ
ツ
産
の
リ
ネ
ン
が
大
量

に
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
捺
染
リ
ネ
ン
の
市
場
が
圧

倒
的
に
圏
内
に
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
を
は
さ
む
余
地
は
な
い
。
そ
し
て
、
当
時

の
国
際
市
場
を
支
配
し
て
い
た
の
が
ド
イ
ツ
・
リ
ネ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
リ
ネ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
捺
染
さ
れ
て
園
内
で
消
費
さ
れ

た
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
捺
染
工
業
の
発
達
が
綿
工
業
の
発
達
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と



ハ
1
〉

は
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
。
イ
ン
ド
綿
布
を
捺
染
す
ベ
く
イ
ギ
リ
ス
捺
染
工
業
は
一
七
世
紀
末
に
ほ
ぼ
確
立
し
、
そ
の
後
急
速
な
発

展
を
と
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
急
速
な
発
展
の
一
つ
の
原
動
力
は
、
イ
ン
ド
綿
布
の
代
替
品
あ
る
い
は
模
倣
品
を
生
産
す
る
リ
ネ
ン

お
よ
び
フ
ァ
ス
チ
ア
ン
工
業
の
著
し
い
発
展
で
あ
っ
た
。
リ
ネ
ン
お
よ
び
フ
ア
ス
チ
ア
ン
の
イ
ン
ド
綿
布
代
替
的
性
格
は
、
一
七
二

O
年
の
イ
ン
ド
綿
布
着
用
禁
止
、
一
七
三
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
産
フ
ァ
ス
チ
ア
ン
の
捺
染
自
由
化
に
よ
っ
て
よ
り
強
化
さ
れ
、
イ
ン
ド

綿
布
の
大
量
消
費
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
巨
大
な
国
内
需
要
に
向
け
て
大
量
に
生
産
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
す
れ
ば
、
初
期
の
リ
ネ
シ
・
フ
ア
ス
チ
ア
ン
工
業
が
圏
内
市
場
を
基
礎
に
発
展
し
た
の
は
当
然
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド
綿

布
の
着
用
が
禁
止
さ
れ
た
一
七
二

O
年
以
後
、
圏
内
消
費
量
は
更
に
増
大
し
た
も
の
と
推
定
し
う
る
。
の
み
な
ら
ず
、
初
期
の
リ
ネ

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

ン
・
フ
ァ
ス
チ
ア
ン
工
業
を
後
の
綿
工
業
の
先
駆
的
形
態
と
み
な
し
う
る
な
ら
ば
、
綿
工
業
も
圏
内
市
場
を
基
礎
に
成
長
し
た
と
考

え
う
る
の
で
あ
る
。

圏
内
市
場
を
基
礎
に
し
た
綿
工
業
の
発
展
を
統
計
的
に
示
そ
う
と
し
た
の
が
表
同
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
圏
内
綿
布
生
産
量
と
輸
出

量
に
関
す
る
デ
i
タ
が
な
い
現
段
階
で
、
既
存
の
統
計
デ
l
タ
か
ら
綿
工
業
の
輸
出
依
存
率
を
傾
向
的
に
明
ら
か
に
す
べ
く
、
以
下

の
推
計
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（

1
）
 

一
重
量
ポ
ン
ド
の
綿
花
か
ら
お
よ
そ
四
ヤ
ー
ド
の
綿
布
が
生
産
で
き
る
と
の
同
時
代
人
の
証
言
を
、
安
全
の
た
め
に

4

高

め
の
評
価
と
考
え
て
、
一
重
量
ボ
ン
ド
か
ら
三
・
七
ヤ
ー
ド
の
綿
布
が
生
産
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
を
基
準
に
原
綿
の

純
輸
入
量
か
ら
綿
布
生
産
量
を
推
計
す
る
。

（

2
）
 

ワ
l
ズ
ワ
l
ス
お
よ
び
マ
ン
の
前
掲
書
、

一
六
二
頁
掲
載
の
捺
染
綿
布
の
輸
出
量
・
輸
出
額
の
統
計
表
に
よ
れ
ば
、
捺
染

一
七
六
三
年
段
階
で
四
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

ホ
ワ
イ
ト
・
コ
ト
ン
を
含
め

綿
布
一
ヤ
ー
ド
あ
た
り
の
価
格
は
、

349 

た
綿
布
価
格
を
、
低
く
見
積
っ
て
、

一
ヤ
ー
ド
あ
た
り
一
シ
リ
ン
グ
と
し
、
輸
出
価
額
か
ら
輸
出
量
を
推
計
す
る
。



18世紀イギリス綿布の生産恋と輸出低

年 原綿（0純00輸lb入）量 推量計（0綿00布yd生s産） 綿（£布∞輸0出〉額 推訟計（0綿00布yd輸s出） 輸（9出E率） 

1700-1709 1,149.4 4,252.8 13.2 264.4 6.2 

1705-1714 1,000.4 3,701.5 8.5 170.0 4.6 

1710-1719 1,371.7 5,075.2 8.3 166.7 3.3 

1715-1724 1,682.9 6,226.7 14.9 298.0 4.8 

1720-1729 1,545.2 5,717.3 16.l 322.0 5.6 

1725-1734 1,441.7 5,334.2 10.9 218.0 4.1 

1730-1739 1,718.2 6,357.3 14.6 292.0 4.6 

1735-1744 1. 793.2 6,634.8 15.2 304.0 4.6 

1740-1749 2,058.4 7,616.1 10.9 218.0 2.9 

1745-1754 2,827.2 10,460.6 37.8 756.0 7.2 

1750-1759 2.809.9 10,396.6 74.6 1,492.0 14.4 

1755-1764 2,338 8,650.6 151.9 3,038.0 35.1 

1760-1769 3,531.2 13,065.4 227.1 4,542.0 34.8 

1765-1774 4,028 14,903.6 236.5 4,730.0 31.7 

1770-1779 4,797 17,748.9 247.5 4,950.0 27.9 , 

表（三）

こ
の
よ
う
な
粗
い
推
計
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、

｝＼ 

350 

誤
差
が
大
き
い
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

Mitchell & Deane. op. cit .. T田 ti！田1.およびOvers国 STr.des.を延礎tζ．本文IC記した推計を加えて

作成．

存てー
率み九
がる年
五と以
0 、後

1819年～ 1851年のイギリス綿業の輸出依存率バーの
l 八綿
セー工
ン九業
ト年の
前か輸
後ら出
でー依
あ八存
る四率
かー〈
ら年表

ま同
基、で）
本、のと
的、輸比
な、出較
傾、依し

表（四）

1819-21年 52.8%

1824-26 ~1.1 

1829-31 56.4 

1834-36 50.4 

1839-41 49.8 

1844-46 55.4 

1849-51 60.8 

民坦ne田 dCole ,BritぉhEconomic Gmwf/1, P. 187より。



向
と
し
て
は
、
そ
う
的
は
ず
れ
で
も
あ
る
ま
い
。

一
七
六
七
年
が
六

O

な
お
、
ベ
イ
ン
ズ
が
一
七
六
七
年
と
一
七
八
七
年
の
圏
内
生
産
額
を
推
計
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
七
八
七
年
が
三
三

O
万
四
三
七
一
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
デ
ィ
l
ン

万
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
、

の
統
計
に
よ
る
両
年
の
輸
出
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
七
万
三
千
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
、

一
O
二
万
五
千
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン

ド
で
あ
る
。
こ
の
デ
1
タ
に
よ
る
両
年
の
輸
出
依
存
率
は
、

四
五
・
玉
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
三
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
我
々
の
推

一
七
八
七
年
で
六
パ

計
方
法
に
よ
る
両
年
の
輸
出
依
存
率
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、

四
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

1
セ
ン
ト
の
差
が
出
る
の
は
、
機
械
制
生
産
の
発
展
に
よ
っ
て
綿
布
価
格
が
我
々
の
推
計
価
格
H
一
ヤ
ー
ド
あ
た
り
一
シ
リ
ン
グ
よ

り
も
は
る
か
に
安
く
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
推
計
価
格
の
基
準
で
あ
る
一
七
六
三
年
前
後
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
の

一
七
六

O
年
以
前
の
輸
出
依
存
率
は
、
む
し
ろ
高
く
推
計
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。

差
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

輸
出
が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
一
七
六
五
年

t
一
七
七
九
年
に
つ
い
て
は
、
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
五
パ
l
セ
以

ト
の
輸
出
依
存
率
に
修
正
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
表
尉
カ
ッ
コ
内
に
表
示
）
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
表
闘
を
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

（

1
）
 

一
七
五

0
年
代
ま
で
の
綿
工
業
の
輸
出
依
存
率
は
低
く
、
綿
布
の
八

O
バ
l
セ
ン
小
か
ら
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
圏
内
で
消

費
さ
れ
て
い
た
。

（

2
）
 

一
七
五

0
年
代
後
半
か
ら
、
た
し
か
に
、
輸
出
依
存
率
は
著
し
く
高
ま
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
一
七
五
五
年
か
ら
一
七

七
九
年
に
か
け
て
の
輸
出
依
存
率
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
り
、
綿
布
の
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
は
圏
内
で
消
費
さ
れ

て
い
た
。
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し
た
が
っ
て
、
綿
工
業
は
一
七
五

0
年
代
ま
で
圏
内
市
場
に
決
定
的
に
依
存
し
な
が
ら
成
長
し
、

そ
の
後
、
外
国
市
場
依
存
率
を



高
め
は
す
る
が
、
圏
内
市
場
の
相
対
的
優
位
性
は
一
七
八

0
年
代
ま
で
維
持
さ
れ
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、

ら
一
七
八

O
年
に
か
け
て
、
原
綿
の
純
輸
入
量
は
お
よ
そ
一
三

O
万
重
量
ポ
ン
ド
、
率
に
し
て
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
糟
大
を
見
せ
る

が
、
綿
布
輸
出
額
は
二
万
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
、
率
に
し
て
お
よ
そ
九
パ
ー
セ
ン
ト
ふ
え
た
だ
け
で
あ
る
。
原
綿
の
増
加
輸
入

一
七
六

O
年
か
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の
ほ
と
ん
ど
は
圏
内
消
費
用
の
綿
布
生
産
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
七
八

0
年
代
ま
で
の
綿
工
業
の
成
長
に
と
っ
て
圏
内
市
場
・へ
の
依
存
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。
綿
工
業
は
「
新
世
界
」
市
場
に
支

え
ら
れ
て
発
展
し
た
と
い
う
川
北
の
主
張
は
｜
｜
イ
ギ
リ
ス
綿
布
輸
出
に
占
め
る
新
世
界
の
比
重
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
く
て
も
｜
｜
現

実
的
根
拠
を
持
た
な
い
。

一
七
六

O
年
以
降
に
綿
工
業
の
輸
出
依
存
率
が
著
し
く
高
ま
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
「
新
世
界
」
市
場
へ
の
依

存
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
一
三
六
頁
か
ら
転
載
し
た
川
北
自
身
の
統
計
表
（
表
伺
）
が
、
そ
う
で

は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
七
七
九
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
が
二
一
万
七
千
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
の
綿
布
を
吸
収
し

て
、
突
知
と
し
て
輸
出
市
場
第
一
位
に
躍
り
出
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
綿
布
市
場
が
こ
の
年
に
一
挙
に
聞
か
れ
た
は
ず
も
な
い
の
だ
か

ら
、
こ
の
数
字
が
示
し
て
い
る
の
は
、
一
七
七

0
年
代
金
体
を
通
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
綿
布
輸
出
の
顕
著
な
増
大
の
は
ず
で
あ

と
こ
ろ
で
、

る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

い
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

一
七
七

0
年
代
以
前
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
な
り
の
量
の
綿
布
が
輸
出
さ
れ
て

そ
の
綿
布
は
イ
ギ
リ
ス
産
で
は
な
く
、
東
イ
ン
ド
産
の
キ
ャ
リ
コ
で
あ
っ
た
。
自
国
に
リ
ネ
ン
・
フ
ァ

ス
チ
ア
ン
工
業
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
模
倣
ロ
聞
で
は
な
く
イ
ン
ド
産
の
純
綿
を
再
輸
出
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
東
イ
ン
ド
産
綿
布
再
輸
出
に
占
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
圧
倒
的
地
位
が
こ
の
こ
と
を
端
的
に
も
の
が
た
つ
て
い
る
（
表
例
）
。
裏

を
返
え
せ
ば
、
純
綿
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
製
品
で
あ
れ
ば
大
量
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
を
確
保
し
え
た
の
で
あ
る
。

一
七
七

0
年
代
・
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綿織物輸出市場

年 アイ Jレランド勘，．ヨーロッ’吃 新世界 アフリカ

1699 0.1 0.4 5.7 6.6 

1739 2.5 0.6 6.8 4.4 

1759 12.7 0.4 57.1 39.1 

1769 38.2 8.0 66.7 98.7 

1779 i 19.1 217.6 58.0 8.0 

（単位：却00)

表（Ii.)

本書 1~6 頁（原表はWads明rth and Mann,op. cit.,P. 146, Table II) 

イギリスによるインド綿布の再輸出と地織別構成比
単位：£000(%) 

年 北西ヨーロッパ 雨ヨ ーロッパ． 「新世界J 総計

1699-11q1 .241 t 748) 36 ( 11.2) 45 く1.4.0:) I 322" • 

1722-1724 . 419(87.7) 14( 2.9) 45 ( 9.4) ! 478 : 

1752-1754 ; '• 438 ( 88.7 ) 24 ( 4.9) 32 ( 6.5) 

1772－』符4- . .l -485 ( 70.7 ) 116 ( 16.9) a5 02.4_r -~5 

表（六）

• R. Davis, 、Engl阻hFqr⑤ign T悶de,1干00-1774’in:W. E. Minchinton, 17te Gr.azlltJ1 of 
£;1glish o.-e品 切STrade・;,. lite 17th and 18th C制 luries,PP. 119 -120の袋、J:b作成。

．北西ヨーロ ァパには北ヨーロ ッパを合めである。

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
進
出
し
は
じ
め
た
の

は
、
ま
さ
に
純
綿
に
近
い
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1
・

コ
ト
ン
で
あ
っ
た
（
表
刷
、
特
に
一
七
七
九
年

の
内
訳
を
参
照
せ
よ
）
。
そ
れ
は
、
ウ
ォ

l
タ

ー
フ
レ
ー
ム
あ
る
い
は
ジ
エ
ニ

l
紡
績
機
で
紡

あトが
つ系れ
たす綿た
。｝布綿

表で糸
側、を
で機経
明械糸
ら製に
か綿用
な布い
よ ：のた
う 、先グ
に駆エ
、的 Jレ
形グ
態 エ
でツ

マ
ン
チ

エ
ス
タ
l
・
コ
ト
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
へ
の

進
出
は
、
イ
ン
ド
綿
布
の
需
要
を
基
盤
に
し

て
、
劇
的
な
か
た
ち
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
他
の
地
域
へ
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
・
コ
卜

ン
の
輸
出
は
僅
か
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
イ
ギ

リ
ス
機
械
製
綿
布
が
ま
ず
捉
え
た
外
国
市
場
は

｜
｜
独
立
戦
争
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
市
場
の
閉
鎖

－
も
手
伝
っ
て
｜
｜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
っ
た
。

表
仙
川
が
示
す
よ
う
に
、
一
七
八
三
年
に
ア
メ
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リ
カ
市
場
が
再
開
さ
れ
て
か
ら
は
、

ア
メ
リ
カ



5提出 錦織物輸出市湯
単位：£000

年 アイ Jレランド ヨーロ・y Jぐ 『新世界」 アフリカ

1699 ll.1 (fustian) 0.4 (fustian) 5.7 (fustian) 6.6 (fustian〕

1729 0.9 (fustian) 0.3 (fustian) 6.0 (fustian) 2.4 (fustian〕

2.5 (fustian) 0.5 (fustian) 5.5 (fustian) 0.04(fustian) 

1739 0.1 (printed ) 1.4 (checks ) 4.3 (checks ) 

11.9 (fustian) 0.2 (fustian) 13.1 (fustian) 0.004 (fustion) 

1759 0. 7 (checks ) 40.9 (checks ) 39.1 (checks) 

0.2 (printed ) 0.2 (printed) 3.2 (printed) 0.04(printed) 

24.9 (fustian) 2.1 (fustian) 4.8 (fustian) 0.02 (fustian) 

1769 3.7 (checks ) 0.05 (checks ) 40.6 (checks ) 98.0 (checks ) 

9.6 (printed ) 5 8 (printed) 21.3 (printed) 0.7 (printed ) 

5.3 (fustian) 1.6 (fustian) 7.9 (fustian) 

15.7 (checks ) 7.8 (checks ) 
1779 

13.4 (printed) 8.5 (printed) 22.9 (printed) 0.2 (printed) 

207.5（~0~：~es・ter ll.G (Manch白 ter)、
c。tton

War喧拘置th血 dM掴 n,op. di., P. 146のTablellより作成。

表〈八） ファスチアンとマンチェスター・コトンの輸出額と
輸出市場

単位： £000

年 ヨーロ ツ ,I守 他の諸国〈地域）

（平均） ファスチアン
マンチェスター ファスチアン

マンチェスター
:Jトン コトン

1751-1760 0.5 一 8.2 一
1761-1765 0.5 8.5 

1766-1770 1.8 5.7 

1771-1775 3.3 74.7 12.2 

1776 5.9 86.4 11.4 1.2 

1777 2.1 110.2 9.7 0.2 

1778 1.0 117.4 6.0 8.1 

1779 1.7 207.6 7.8 11.6 

1780 0 .. 3 159.6 18.0 19.9 

Wadsworth 剖 dMann, op.α，，.， P. 169. Table vm. 
354 
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単位%

年（平均） ヨーロッノマ 北米 酋インド アフリカ

1780-'1784 54 24 11 11 

1785-1789 48.2 27.8 ’ 7.4 16.4 

1790-1794 31.8 41.4 14 12.8 

1795-1799 26.6 43 23.6 4.8 

1800-1807 48.4 30 15.8 3.8 

イギリス綿製品輸出の市場構成(1780ー1807)表（九）

M.M.国 wards,The Grow/It of the Biitish Cotton Trnde 1780-
1815, Manet四 terUniv. Pr田町 1967,P. 243, Table fy'Iより作成．

合
衆
国
市
場
の
シ
ェ
ア
が
高
ま
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
優
位
性
は
一
七
九

O
年

ま
で
維
持
さ
れ
る
。
そ
の
ご
一
八

O
O年
ま
で
の
一

0
年
聞
は
合
衆
国
の
シ
ェ
ア
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
を
上
回
る
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
も
堅
調
で
西
イ
ン
ド
市
場
に

劣
ら
な
い
比
重
を
占
め
続
け
る
。
そ
し
て
機
械
制
生
産
が
本
格
化
す
る
一
八

O
O年

ふ
た
た
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
が
活
況
を
呈
し
、

以
後
、

一八

O
七
年
ま
で
の
間
イ
ギ

リ
ス
綿
布
輸
出
の
お
よ
そ
半
分
を
吸
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
機
械
制
綿

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
は
「
新
世
界
」
市
場
と
同
様
、
い
や
そ

工
業
の
発
展
に
と
っ
て
、

れ
以
上
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
の
発
展
を
「
新
世
界
」
市
場
の
成
長
で
説
明
せ
ん
と
す
る
川
北

の
意
図
は
、
｜
｜
綿
工
業
に
と
っ
て
の
圏
内
市
場
の
決
定
的
重
要
性
を
無
視
す
る
と

い
う
我
々
に
は
看
過
し
が
た
い
明
白
な
誤
り
は
別
と
し
て
も
｜
｜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場

を
不
当
に
軽
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
北
が
自
負
す
る
国
際
貿
易
的
視
座
そ
れ
自

体
の
存
立
を
も
危
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
の
イ
ギ
リ
ス
綿

工
業
発
達
史
は
、
お
よ
そ
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
雑
工
業
」
部
門
の
典
型
で
あ
る
リ
ネ
ン
工
業
お
よ
び
綿
工
業
の
輸
出
依
存
率
に

つ
い
て
の
検
討
は
以
上
で
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
川
北
は
そ
の
他
の
「
雑
工
業
製

品
」
と
し
て
鉄
・
銅
を
上
げ
て
い
る
が
、
鉄
製
品
・
銅
製
品
の
生
産
量
も
輸
出
量
も

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ク
オ
ン
タ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
誇
示
す
る
川
北
に
し
て
は

355 



そ
の
根
拠
は
き
わ
め
て
陵
昧
で
あ
る
。
鉄
鉱
石
・
銑
鉄
の
生
産
量
お
よ
び
銅
鉱
石
の
生
産
量
に
つ
い
て
の
統
計
デ
l
タ
は
あ
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
属
製
品
の
生
産
量
・
輸
出
量
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い
以
上
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ
る
。
だ
が
、

356 

同
時
代
人
の
証
言
な
ど
の
記
述
資
料
を
駆
使
し
て
こ
れ
ら
の
工
業
の
市
場
的
基
礎
を
解
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
実
際
そ
う
し

た
方
法
を
用
い
た
イ
、
ギ
リ
ス
の
文
献
は
多
数
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、

A
・
H
－
ジ
ョ
ン
、
・
D
・
E
・

c
・
エ
ヴ
ァ
ス
レ

l
、
N
・
τ
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
産
業
革
命
の
市
場
論
的
研
究
が
注
目
に
値
す
る
。

A
・
H
－
ジ
ョ
ン
お
よ
び
エ
グ
ア
ズ
レ
l
の
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
前
者
が
十
八
世
紀
前
半
、
後
者
が
十
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ

ス
の
経
済
発
展
を
圏
内
市
場
の
成
長
に
よ
っ
て
説
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
、
パ

1
ミ
ン
ガ
ム
お
よ
び
シ
ェ
フ
ィ
ー

ル
ド
の
金
属
加
工
工
業
の
主
た
る
市
場
が
圏
内
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
エ
グ
ァ
ス
レ

l
の
場
合
に
は
、
遺
産
目
録

な
ど
の
分
析
を
通
じ
た
地
域
史
研
究
を
基
礎
に
、
パ
l
ミ
ン
ガ
ム
金
属
加
工
工
業
の
市
場
が
厚
み
を
増
し
つ
つ
あ
る
圏
内
の
大
衆
市

相
切
で
あ
り
、
企
業
家
た
ち
も
明
白
に
圏
内
市
場
に
志
向
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
産
業
革
命
期
の
代
表
的
な
輸
出
産
業
と
し
て
知
ら
れ
る
問
器
業
に
つ
い
て
も
、
エ
ヴ
ァ
ス
レ

l
、
お
よ
び
グ
エ
ッ
ジ
ウ
ッ

ド
の
専
門
的
研
究
者
で
あ
る
マ
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
の
両
者
が
、
陶
器
業
の
初
期
の
発
展
を
圏
内
市
場
に
求
め
て
い
る
。
特
に
マ
ケ
ン
ド

リ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、
ウ
エ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
の
輸
出
依
存
率
は
シ
ュ
ン
ペ

l
タ
！
の
統
計
が
示
唆
す
る
も
の
よ
り
は
る
か
に
高
い
と
指

摘
し
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
、
一
七
七
五
年
ま
で
は
圏
内
市
場
の
重
要
性
が
決
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
v

し
た
が
っ
て
、
繊
維
工
業
以
外
の
「
雑
工
業
」
に
つ
い
て
も
、
外
国
市
場
を
基
礎
に
発
展
し
た
と
い
う
川
北
の
主
張
に
は
統
計
的

根
拠
は
な
い
し
、
｜
｜
二
次
文
献
に
依
拠
す
る
か
ぎ
り
で
は
｜
｜
む
し
ろ
、
圏
内
市
場
こ
そ
が
発
展
を
支
え
た
と
い
う
結
論
が
導
き

出
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。



（

i
）
 

産
業
革
命
の
準
備
期
間
た
る
一
七

O
O年
2
一
七
六

O
年
頃
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
に
占
め
る
「
雑
工
業
製
品
」
の
割

（

2
）
 

合
い
は
、
僅
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

個
々
の
「
雑
工
業
」
部
門
の
輸
出
依
存
率
も
一
七
七

O
年
前
後
ま
で
は
き
わ
め
て
低
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
業
部
門
に
と
っ

九

3
）

て
国
内
市
場
こ
そ
が
主
要
な
市
場
で
あ
っ
た
。

一
七
七
O
年
頃
か
ら
輸
出
依
存
率
が
高
ま
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、

そ
れ
は
「
新
世
界
」
市
場
へ
の
依
存
が
強
ま
る
こ
と
を

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
綿
工
業
の
場
合
に
は
、
む
し
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
と
の
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
た
。

し
た
が
D

て
、
産
業
革
命
の
前
提
条
件
と
し
て
需
要
の
意
義
を
強
調
す
る
川
北
の
主
張
が
正
し
い
と
し
て
も
、
需
要
の
成
長
を

「
新
世
界
」
市
場
に
牽
引
さ
れ
た
「
雑
工
業
」
の
発
展
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
雇
用
と
購
買
力
の
増
大
に
求
め
る
の
は
困
難
だ
し
、
リ

ア
リ
テ
ィ
を
欠
く
。
と
い
う
の
も
、
「
雑
工
業
製
品
」
そ
れ
自
体
が
も
っ
ぱ
ら
国
内
で
消
費
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
川
北
の
「
圏
内
市
場
論
」
は
、

「
人
口
の
停
滞
と
農
業
改
良
の
進
展
に
よ
る
一
人
当
り
の
実
質
所
得
の
増
大
」
と
い
う
い

ま
一
つ
の
理
論
的
・
実
証
的
支
柱
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
支
柱
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
ど
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
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三
農
業
改
良
と
人
口
問
題

川
北
の
「
圏
内
市
場
論
」
の
い
ま
一
つ
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
農
業
改
良
と
人
口
」
を
批
判
的
に
検
討
す
べ
く
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
川
北
の
主
張
を
い
ま
少
し
聞
い
て
み
よ
う
。

一
七
世
紀
中
頃
か
ら
一
八
世
紀
中
葉
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
成
長
は
鈍
化
す
る
。
そ
の
結
果
ひ
き
起
さ
れ
た
需
要
の
減
少
に

よ
っ
て
低
迷
す
る
穀
物
価
格
は
、
こ
の
頃
か
ら
急
速
に
進
行
し
た
農
業
改
良
に
よ
る
増
産
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
低
下
し
、
「
農
業
不

況
」
の
観
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
穀
物
価
格
の
低
下
と
人
口
の
停
滞
に
よ
っ
て
一
人
当
り
の
実
質
所
得
が
増
加
し
、

工
業
製
品
に
対
す
る
需
要
が
増
大
す
る
。
一
七
四

0
年
代
か
ら
ふ
た
た
び
人
口
の
増
大
が
始
ま
る
が
、
、
「
人
口
増
加
が
経
済
成
長
を

呑
み
込
む
」
一
六
世
紀
型
の
パ
タ
ー
ン
が
再
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
商
業
革
命
」
が
一
人
当
り

所
得
の
低
下
を
く
い
止
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
「
一
人
あ
た
り
の
所
得
を
漸
増
さ
せ
な
が
ら
高
い
人
口

成
長
率
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

イ－アH
Y
 

アH
Y
 

のそル』像史M

批
判
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
の
で
、

ギイ代近なた新

「
圏
内
市
場
を
順
調
に
成
長
さ
せ
た
」
の
で
あ
っ
た
。

以
上
が
「
農
業
改
良
と
人
口
」
を
基
軸
に
し
た
川
北
の
「
圏
内
市
場
論
」
の
基
本
的
内
容
で
あ
る
。
一
八
世
紀
中
葉
か
ら
の
人
口

増
大
期
に
「
商
業
革
命
」
が
実
質
所
得
の
低
下
を
防
い
だ
、
と
い
ヨ
認
識
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
こ
れ
ま
で
の
検
証
が
既
に
十
分
な

「
農
業
改
良
と
人
口
問
題
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
こ
で
は
、

人
口
停
滞
に
よ
る
穀
物
価
格
低
迷
期
に
何
故
に
農
業
改
良
が
な
さ
れ
え
た
の
か
。
こ
の
ご
見
不
可
解
な
現
象
」
を
川
北
は
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

穀
物
価
格
の
低
落
と
い
う
経
営
環
境
の
悪
化
期
に
改
良
投
資
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
の
は
地
主
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
商
業
革

命
」
の
展
開
と
と
も
に
増
大
す
る
｜
｜
地
代
以
外
の
l
1
1
所
得
源
か
ら
大
量
の
所
得
を
得
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
改
良
投
資
に
向
け

359 



、た
の
で
あ
る
。
農
業
改
良
も
そ
の
起
点
は
外
に
あ
っ
た
の
だ
。

だ
が
、
農
業
改
良
に
つ
い
て
の
川
北
の
こ
の
主
張
は
説
得
力
を
持
た
な
い
。

ま
ず
第
一
に
、
川
北
の
論
理
は
経
済
学
的
に
転
倒
し
て
い
る
。
地
代
以
外
の
所
得
源
は
、
た
し
か
に
地
主
に
改
良
投
資
の
能
力
を

与
え
た
。
だ
が
地
主
が
そ
の
能
力
を
発
揮
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
農
業
の
経
済
状
態
に
依
存
す
る
。
穀
物
市
場
が
悪
化
し
て
い
て
相

応
の
地
代
収
入
が
期
待
で
き
な
い
時
に
｜
｜
し
か
も
、
運
河
株
・
国
債
な
ど
の
多
様
な
投
資
対
象
が
存
在
し
て
い
た
時
に
｜
｜
彼
ら

は
土
地
に
対
す
る
改
良
投
資
を
お
こ
な
う
で
あ
ろ
う
か
。
宗
教
的
情
熱
に
も
と
．つ
い
た
社
会
的
責
任
の
旺
盛
な
一
七
世
紀
の
ピ
ュ

l

360 

リ
タ
ン
・
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
な
ら
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
情
熱
を
失
い
か
け
て
い
た
一
八
世
紀
の
大
多
数
の
地
主
で
あ
れ
ば
、
経
済

学
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
従
っ
て
投
資
先
を
土
地
か
ら
別
の
対
象
へ
動
か
す
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
川
北
が
み
ず
か
ら
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
挙
げ
て
い
る
E
・
L
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
研
究
の
論
理
的
脈
絡
を
丹
念
に
追
え

ば
、
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
論
理
が
我
々
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

・
ジ
ョ
l
ン
ズ
は
、
地
主
の
多
様
な
所
得
源
か
ら
資
本
が
土
地
に
投
入
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
の

だ
。
「
地
主
た
ち
は
何
故
に
喜
ん
で
資
金
を
土
地
に
投
入
し
た
の
か
」
、
と
。
彼
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。
「
短
期
的
な
困
難
な
時
期

を
除
け
ば
、
一
六
五

O
年
か
ら
一
七
五

O
年
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
は
、
穀
物
生
産
で
さ
え
も
、
十
分
に
利
益
が
あ
が
る
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
折
口
。

ジ
ョ

l
ン
ズ
の
意
図
は
、
一
八
世
紀
前
半
の
農
業
不
況
を
否
定
す
る
こ
と
に
・あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
他
の
諸
論
文

の
内
容
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
の
一
貫
し
た
主
張
は
、
一
七
世
紀
中
葉
か
ら
始
ま
っ
た
農
業
改
良
を
起
点
と
す
る
経
済
の
地
域

的
専
門
化
の
展
開
と
、
そ
れ
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
発
展
で
あ
っ
た
。
農
業
改
良
の
進
展
と
人
口
の
停
滞
に
よ
る
穀
物
価
格
の
低

下
は
、
農
業
一
般
の
不
況
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
。
農
業
改
良
の
先
進
地
域
で
競
争
カ
の
強
い
南
部
は
、
い
っ
そ
う
穀
物
生
産



に
特
化
す
る
。
他
方
で
、
農
業
改
良
に
不
向
き
な
重
土
地
帯
H
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
は
「
不
況
」
を
経
験
し
な
が
ら
次
第
に
牧
畜
業
に
転

（

sv 

換
し
、
北
部
は
酪
農
・
農
村
工
業
地
帯
へ
と
変
貌
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
業
立
地
の
変
動
は
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

ハ
6
〉

農
業
は
フ
ァ
ン
・
バ

l
ト
の
言
う
農
業
不
況
を
経
験
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
主
た
ち
は
改
良
投
資
を
積
極
的
に

（

7）
 

お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
が
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
基
本
的
な
主
張
な
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
農
業
の
発
展
の
起
点
と
な
う
た
農
業
改
良
の
推
進
者
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
穀

バ
1

・7イ
プ
ル
・
れ
ズ
パ

νド
”
イ

物
生
産
に
お
け
る
農
業
改
良
と
は
固
い
込
み
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
「
輪
裁
式
農
法
」
を
中
心
と
し
た
新
農
法
の
普
及
の
こ
と

と
こ
ろ
で
、

だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
囲
い
込
み
そ
れ
自
体
は
、
新
農
法
に
よ
る
農
業
経
営
を
容
易
に
す
る
制
度
的
条
件
で
は
あ
っ
て
も
、
改

良
農
法
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

改
良
農
法
の
積
極
的
な
推
進
者
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地
主
層
の
経
済
的
役
鋭
」
が
定
説
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
な
ら
ぬ
川
北
の
訳
業
に
よ
る
ハ
バ
カ
ク
の

ご
七
、「

改
良
農
法
の
採
用
に
お
い
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
、
グ
を
と
っ
た
の
は
、
と
も
か
く
一
般
に
地
主
よ
り
も
は
る
か
に
農
業
の
こ
と
を

熟
知
し
て
い
た
借
地
農
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
（
川
北
訳
、
五
七
頁
）
。

「
イ
ギ
リ
ス
農
業
史
上
の
多
く
の
重
要
な
発
展
は
、
借
地
農
階
級
が
成
長
し
、
運
転
資
本
と
農
業
経
営
の
技
術
を
徐
々
に
蓄
積

し
て
い
っ
た
結
果
の
産
物
で
あ
っ
た
」
（
川
北
訳
、
七
四
頁
）
。

「
（
地
主
階
級
が
お
こ
な
っ
た
改
良
投
資
は
）
す
ぐ
れ
た
借
地
農
を
ひ
き
つ
け
、

で
あ
っ
た
」
（
川
北
訳
、
五
四
頁
。
カ
ッ
コ
内
お
よ
び
傍
点
は
筆
者
）
。

ひ
き
留
め
て
お
こ
う
と
す
る
努
力
の
表
わ
れ

「
純
経
済
的
と
も
く
さ
れ
る
よ
う
な
地
主
の
（
改
良
的
）
活
動
に
し
て
も
、
一
八
世
紀
で
は
そ
の
多
く
が
、
借
地
農
の
圧
力
に

対
す
る
対
応
策
と
解
釈
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
」
（
川
北
訳
、
七
四
頁
。
カ
ッ
コ
内
お
よ
び
傍
点
は
筆
者
）
。
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農
業
改
良
に
お
け
る
地
主
の
第
一
工
骨
伯
仲
か
岱
乱
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
、
ジ
ョ

l
ン
ズ
そ
の
他
，の
経
済
史
家
が
一
致
し
て
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
椎
名
重
明
、
楠
井
敏
朗
な
ど
の
比
較
経
済
史
学
派
に
属
す
る
人
々
が
こ
の
点
を
一
貫
し

て
主
張
し
て
き
た
し
、
最
近
で
は
、
田
淵
淳
一
が
新
た
な
視
角
か
ら
こ
の
点
を
再
確
認
し
て
い
る
。

362 

と
す
れ
ば
、
地
主
に
よ
る
固
い
込
み
な
ど
へ
の
改
良
投
資
が
改
良
農
法
の
普
及
を
い
っ
そ
う
促
進
し
た
と
し
て
も
、
改
良
農
法
の

推
進
主
体
が
地
主
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
地
主
た
ち
は
、
借
地
農
業
者
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
農
業
の
発
展
に
地
代
取

得
機
会
を
見
出
し
、
改
良
投
資
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
農
業
に
地
主
の
多
様
な
所
得
源
か
ら
資
本
が
大
量
に
投
下
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
可

能
に
し
た
の
は
、
地
主
の
潤
沢
な
資
金
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
借
地
農
を
主
体
と
す
る
農
業
改
良
の
展
開
が
地
主
に
地
代
取
得
機
会

を
提
供
し
た
と
い
う
、
農
業
上
の
客
観
的
条
件
な
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
地
主
の
資
金
は
国
債
・
運
河
株
な
ど
の
諸
多
の
投

資
対
象
に
流
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
よ
し
ん
ば
土
地
に
向
っ
た
と
し
て
も
、

別
の
展
開
を
惹
き
起
し
た
か
も
知
れ
な
い
こ
と
は
、

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
で
事
実
起
っ
た
農
業
上
の
展
開
と
は

フ
ラ
ン
ス
の
「
市
民
的
土
地
所
有
」
を
想
起
す
る
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ

う
し
た
が
っ
て
、
問
わ
れ
る
べ
き
一
つ
の
重
要
な
問
題
は
、
農
業
改
良
の
主
体
と
し
て
の
借
地
農
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
で
あ

る
。
ま
さ
に
、
こ
の
問
題
の
究
明
に
こ
そ
、
比
較
経
済
史
学
派
の
人
々
は
積
年
に
わ
た
る
学
問
的
営
為
を
注
い
で
き
た
の
で
あ
っ

た
。
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
そ
の
成
果
を
シ
ェ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
示
せ
ば
、
独
立
自
営
農
民
層
の
成
立
と
そ
の
両
極
分
解
に
よ
る
資

本
主
義
的
農
業
経
営
の
成
立
、
そ
れ
に
伴
な
う
近
代
的
地
主
｜
小
作
関
係
の
展
開
、
そ
し
て
｜
！
こ
こ
が
重
要
だ

f
｜
｜
市
民
革
命

に
よ
る
近
代
的
地
主
｜
小
作
関
係
の
体
制
的
承
認
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
市
民
革
命
の
主
地
制
度
上
の
意
義
は
、
ノ

l
ス
達
に
影
響
さ
れ
て
川
北
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

一
元
的
な
私
的
土
地
所
有
権
の
確
立
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
と



と
も
に
、
リ
l
ス
権
の
承
認
に
よ
っ
て
近
代
的
地
主
！
小
作
関
係
を
体
制
的
に
確
認
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
市
民
革

命
の
農
業
史
上
の
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ

M
W
イ
ギ
リ
ス
に
特
有
な
三
分
制
は
、
川
北
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
革
命
に
よ
る
一
元
的

土
地
所
有
権
の
確
立
と
そ
の
後
の
地
主
の
土
地
集
積
に
よ
っ
て
、
一
八
世
紀
に
成
立
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
三
分
制
は
市
民

革
命
以
前
に
｜
｜
農
業
経
営
の
数
の
う
え
で
は
少
数
で
あ
る
と
し
て
も
｜
｜
市
場
関
係
を
律
す
る
ほ
ど
に
は
展
開
し
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
市
民
革
命
は
そ
れ
を
体
制
的
に
承
認
し
た
の
で
あ
っ
問
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
世
紀
に
三
分
制
が
急
速
に
発
展
す
る
の
が
事

そ
の
起
点
を
私
的
所
有
権
の
成
立
と
そ
の
後
の
地
主
に
よ
る
土
地
集
積
に
求
め
る
の
は
、
重
大
な
史
実
の
誤
認
で

実
だ
と
し
て
も
、

あ
る
。

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
史
実
認
識
に
も
基
い
て
、
川
北
の
市
民
革
命
理
解
は
ひ
ど
く
浅
簿
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ

の
点
で
川
北
を
こ
れ
以
上
批
判
す
る
の
は
控
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
比
較
経
済
史
学
派
が
重
視
し
て
き
た
「
体
制
論
的
」
枠
組
み

を
ひ
と
た
び
取
り
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
イ
ギ
リ
ス
史
を
描
く
こ
と
、
こ
こ
に
川
北
の
主
要
な
意
図
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
我
々
が
な
す
べ
き
は
、
川
北
が
本
書
で
駆
使
し
た
方
法
に
つ
い
て
ゆ
き
な
が
ら
彼
の
歴
史
像
を
内
在
的
に
批
判
す
る
こ
と
、
こ

れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
論
点
を
「
農
業
改
良
と
人
口
問
題
」
に
ひ
き
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。

彼
の
議
論
に
従
え
ば
、

一
七
世
紀
中
葉
ま
で

イ
ギ
リ
ス
の
人
口
は
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
「
生
態
学
的
危
機
」
に
追
い
こ
み
な
が
ら
、

二
ハ
六

O
年
頃
か
ら
人
口
は
停
滞
し
は
じ
め
る
。
そ
れ
と
同
時
に
農
業
改
良
が
展
開
し
は
じ
め
、
そ

増
大
し
続
け
る
。
し
か
し
、

れ
で
な
く
と
も
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
低
迷
気
味
の
穀
物
価
格
を
押
し
下
げ
、

一
六
世
紀
型
成
長
の
陸
路
を
打
破
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
人
当
り
の
実
質
所
得
を
増
大
さ
せ
る
。
こ
れ
が
、

「
商
業
革
命
」
と
相
候
っ
て
、

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
農
業
改
良
に
貢
献
し
う
る
よ
う
な
役
割
が
人
口
増
大
に
は
全
く
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
農
業
改
良
は
人
口
の
停
滞
と
同
時
に
進
展
し
始
め
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
人
口
の
停
滞
H
穀
物
価
格
の
低
迷
に
も
か
か
わ
ら
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ず
展
開
す
る
農
業
改
良
、
と
い
う
「
逆
説
的
関
係
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
「
逆
説
的
」
で
「
不
可
解
な
」
関
係
を
解
く
た
め
に
、

「
地
代
以
外
の
地
主
の
所
得
源
」
と
い
う
説
明
因
子
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
川
北
の
論
理
を
支
払
え
て
い
る
の
は
、

一
七
世
紀
中
葉
以
前
の
人
口
増
大
期
に
な
さ
れ
た
の
は
「
収
穫
逓
減
法
則
」
に
帰
結
す
る
劣
等
地
へ
の
耕
作
の
拡
大
だ
、
と
い
う
川

364 

北
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
史
理
解
で
あ
る
（
本
書
、

一
八
頁
）
。

穀
物
価
格
昂
騰
期
に
生
産
性
の
低
い
劣
等
地
の
耕
作
が
進
行
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
だ
が
そ
れ
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
需
要
の

増
大
と
高
い
穀
物
価
格
は
生
産
性
の
増
大
を
刺
戟
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

川
北
は
本
書
の
中
で
、

一
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
一
般
化
す
る
も
の
と
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
ノ
l
フ
ォ
ー
ク
農
法
に
象
徴

さ
れ
る
改
良
農
法
が
、

一
六
五

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
東
・
南
部
で
か
な
り
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
本
書
、
九
二
頁
）
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
史
に
精
通
し
て
い
な
い
筆
者
の
狭
い
知
見
に
よ
っ
て
も
、
農
業
改
良
の
歴
史
は
も

う
少
し
時
代
を
遡
り
う
る
。

家
畜
の
冬
期
飼
料
の
増
産
を
目
的
と
す
る
飼
料
用
作
物
の
導
入
は
、
遅
く
と
も
一
七
世
紀
の
初
頭
に
は
始
ま
っ
て
い
る
。
フ
ァ
セ

ル
に
よ
れ
ば
、
篤
農
家
た
ち
は
、
早
く
も
二
ハ
世
紀
初
頭
に
ク
ロ
ー
バ
ー
を
含
む
飼
料
用
作
物
の
タ
ネ
の
厳
選
を
お
こ
な
っ
て
い
る

（

U
）
 

し
、
一
六
五

O
年
ま
で
に
は
ク
ロ
ー
バ
ー
栽
培
は
一
般
的
に
普
及
し
て
い
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
に
は
園
芸
用
作
物
で
あ
っ
た
カ
ブ

ラ
も
、
サ
フ
ォ
ー
ク
州
で
は
一
七
世
紀
中
頃
ま
で
に
ご
く
普
通
の
飼
料
用
作
物
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
か
な
り
の
規
模
の
資
本
を

ウオ
1

・7
・．，ドウ｛凶）

用
し
た
「
潜
水
牧
草
地
」
も
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
主
に
西
部
地
方
を
中
心
に
普
及
し
は
じ
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
改

良
農
法
の
中
核
を
な
す
輪
栽
式
農
法
の
各
地
へ
の
普
及
が
、
二
ハ
世
紀
の
終
り
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

飼
料
用
作
物
の
普
及
は
、
さ
し
あ
た
り
、
飼
育
用
の
牧
草
地
の
改
良
を
意
味
す
る
。
だ
が
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
本
質
的
な

‘，・
7
7
1
a
y

〆

、

、

、

、

、

、

、

、

、

｛

凶

）

性
格
が
混
合
農
業
で
あ
っ
た
た
め
に
、
牧
草
地
の
改
良
は
、
同
時
に
、
耕
作
地
の
改
良
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら



ず
、
飼
育
用
作
物
の
栽
堆
＆
輪
栽
式
農
法
の
結
合
は
、
耕
作
地
の
必
九
を
可
能
に
し
た
。
牧
草
地
の
改
良
に
よ
る
飼
育
家
畜
頭
数
の

増
大
は
、
施
肥
の
改
善
に
よ
る
地
力
の
維
持
・
増
大
を
可
能
に
し
て
、
伝
統
的
農
業
で
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
休
閑
地
を
次
第
に

可
耕
地
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
伝
統
的
農
業
で
は
牧
草
地
・
荒
蕪
地
と
し
て
永
久
的
に
固
定
さ
れ
て
い
た
土
地
ま
で

を
も
可
耕
地
に
転
換
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
、
耕
作
地
の
一
層
の
拡
大
を
促
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
典
型
的
な
開
放
耕
地
制
度

を
今
日
に
伝
え
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
州
の
ラ
ク
ス
ト
ン
で
は
、
二
八

O
O
エ
ー
カ
ー
の
荒
蕪
地
の
う
ち
一
五

一
六
三
五
年
ま
で
に
、
耕
作
地
な
い
し
は
耕
作
地
と
し
て
利
用
し
う
る
固
い
込
ま
れ
た
牧
草
地
に
転
換
し
て
い

た O
と O
いエ
わ l
れカ
る白 l
。）カ1

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

一
六
五

O
年
以
前
の
人
口
増
大
期
に
な
さ
れ
た
耕
地
の
拡
大
は
、
単
な
る
劣
等
地
へ
の
耕
作
の
進
行
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
飼
育
周
作
物
の
普
及
、
輪
栽
式
農
法
の
展
開
と
い
う
農
業
改
良
の
進
展
が
、
来
耕
地
を
改
良
し
て
可
耕
地
に

こ
の
よ
う
に
、

転
換
し
た
の
で
あ
る
。

二
ハ
世
紀
後
半
か
ら
展
開
し
は
じ
め
た
農
業
改
良
は
先
駆
的
な
農
業
革
命
で
あ
り
、
農
業

改
良
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
穀
物
生
産
の
増
大
が
、
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
に
「
マ
ル
サ
ス
の
民
」
を
回
避
せ
し
め
た
の
で

（

m叫
｝

あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
l
ス
が
作
成
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
動
向
を
示
す
図
工
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
三
世
紀
後
半
に
お
よ
そ
四

O
O万

そ
の
時
点
で
「
マ
ル
サ
ス
の
民
」
に
捉
え
ら
れ
て
停
滞
し
、

J
・
D
－
チ
ェ
ン
パ

I
ス
に
よ
れ
ば
、

人
に
達
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
は
、

一
回
世
紀
の
中
頃
に
は
飢
僅
と
黒

死
病
に
よ
っ
て
大
激
減
を
経
験
す
る
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
一
六
世
紀
の
初
頭
ま
で
停
滞
し
て
い
た
人
口
は
そ
の
ご
急
速
な
増
大
に

一六

O
O年
前
後
に
危
機
的
な
大
台
で
あ
る
四

O
O万
人
に
再
び
到
達
す
る
。
だ
が
、
こ
の
時
に
は
「
マ
ル
サ
ス
の
民
」
に

転
じ
、

は
陥
ら
ず
、
人
口
は
微
増
を
続
け
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
短
期
間
は
か
な
り
の
糟
加
傾
向
さ
え
見
せ
て
い

一
八
世
紀
中
葉
ま
で
の
停
滞
期
を
経
て
、
，人
口
は
激
的
な
増
大
期
に
突
入
す
る
。
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る
。
そ
の
後
、
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一六

O
O年
前
後
に
危
機
的
大
台
に
達
し
た
人
口
を
維

持
し
、
そ
の
微
増
を
さ
え
可
能
に
し
た
も
の
、
そ
れ
が
一

六
世
紀
後
半
か
ら
展
開
し
た
農
業
改
良
で
あ
っ
必
v

，’
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こ
の
よ
う
な
チ
ェ
ン
バ
l
ス
の
主
張
を
、
最
新
の
人
口

史
研
究
に
よ
っ
て
若
干
の
修
正
を
加
え
た
う
え
で
、
基
本

点
に
お
い
て
確
認
し
よ
う
と
し
た
研
究
、
そ
れ
が
｜
｜
川

〈

nv

北
も
本
書
の
一
部
を
そ
れ
に
負
っ
て
い
る
｜
｜
V
・
ス
キ

ッ
プ
の
「
ア
l
デ
ン
の
森
地
域
」
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ

｛お
）

る。
図
E
は
リ
グ
リ
！
の
最
近
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
イ
ギ

リ
ス
の
人
口
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
頃
に
激
減
し
た
人
口
は
、
チ
ェ
ン
パ

l
ス
の
推
定
よ
り

も
や
や
早
く
、
二
ハ
世
紀
の
中
葉
す
ぎ
に
四

O
O万
人
の

〈

M
副
｝

大
台
を
回
復
す
る
。
そ
の
後
も
人
口
は
増
大
し
続
け
、
五

O
O万
人
の
ラ
イ
ン
に
到
達
す
る
一
七
世
紀
の
初
頭
か
ら

一
四
世
紀
の

よ
う
や
く
そ
の
勢
い
が
鈍
化
し
は
じ
め
る
。
そ
れ
で
も
、

一
七
世
紀
の
中
葉
ま
で
は
微
糟
を
続
け
て
五
ニ

O
万
人
の

水
準
に
ま
で
近
づ
く
。
し
か
し
、

そ
の
時
点
で
人
口
は
完



新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

イギリスの人口動向図II
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全
に
停
滞
し
、

チ
ェ
ン
パ
l
ス
が
推
定
し
た
一
七
世
紀

末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
短
期
的
な
増
加
を

経
験
す
る
こ
と
な
く
、
一
八
世
紀
中
葉
ま
で
停
滞
状
況

が
継
続
す
る
。

ス
キ
ッ
プ
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、

世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
破
滅
の
危
機
に
陥
れ
た
危

機
的
な
人
口
水
準
（
四

O
O｜
五

O
O万
人
）
を
、

四

六
世
紀
中
葉
か
ら
一
七
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ

ス
社
会
が
突
破
し
、
そ
の
後
三
世
代
に
も
わ
た
っ
て
五

O
O万
人
を
越
え
る
人
口
を
維
持
し
え
た
の
は
何
故

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
社

会
の
「
生
態
学
的
危
機
」
克
服
過
程
を
、

「ア
l
Jア
ン

の
森
地
域
」
の
ケ
l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
明
ら
か

（お〉

に
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
ス
キ
ッ
プ
の
意
図
で
あ
る
。

「ア
l
デ
ン
の
森
地
域
」
が
直
面
し
て
い
た
「
生
態

学
的
危
機
」
を
、
川
北
に
よ
る
簡
潔
な
要
約
（
本
書
、

七
l
三
八
頁
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
紹
介
す
れ
ば
、

367 

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。



「ア
l
デ
ン
の
森
』
の
五
つ
の
教
区
で
は
、

一
五
七

O
年
か
ら
一
六
五

O
年
ま
で
の
聞
に
著
し
く
人
口
が
増
大
し
、
一
一
、
二
五

O

368 

人
か
ら
三
、

お
よ
そ
玉

O
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
し
た
。
だ
が
、
こ
の
人
口
増
大
は
、
こ
の
期
間
全
体
を
通
し
た
順
調
な

増
大
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
食
糧
危
機
に
よ
る
人
口
減
少
を
経
験
し
た
危
機
の
一

O
年
（
二
ハ
一

0
年
代
）
が
介

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
ア
l
デ
ン
の
森
地
域
」
は
、
一
四
世
紀
と
同
様
、
「
マ
ル
サ
ス
の
民
」
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
、

一
六
ニ

0
年
代
か
ら
一
六
四
九
年
の
聞
に
、
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
然
増
が
見
ら
れ
た
。
「
マ
ル
サ
ス
の
罵
」
は
明
ら
か
に
回
避
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
何
か
。
農
業
改
良
の
進
展
と
農
村
工
業
の
展
開
で
あ
っ
た
。

四

O
O人
へ
、

円ア
i
デ
ン
の
森
地
域
」
は
、
元
来
、
牧
畜
業
が
盛
ん
で
、
遠
隔
地
市
場
向
け
の
肉
牛
生
産
が
主
た
る
農
業
で
あ
っ
た
。

0
年
代
ま
で
は
、
土
地
の
三
分
の
こ
が
牧
畜
用
の
牧
草
地
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
人
口
増
大
に
伴
な
う
食
糧
危
機
が
深
刻
化
し
は
じ
め

る
と
、
こ
の
地
域
の
農
業
は
次
第
に
穀
物
生
産
に
比
重
を
移
し
は
じ
め
、
土
地
に
占
め
る
耕
地
の
割
合
が
増
加
す
る
。
二
ハ
一

O
年

｜
二
ハ
四
九
年
の
聞
に
、
耕
地
の
割
合
は
玉

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
更
に
、
一
六
五

O
年
｜
一
六
八
九
年
の
聞
に
六

0
．
ハ
｝
セ
ン

ト
に
達
し
て
い
る
。
耕
地
の
増
大
に
は
、
後
に
触
れ
る
鉄
工
業
の
発
展
に
よ
る
森
林
の
伐
採
が
貢
献
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
何

よ
り

a

も
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
こ
の
地
域
に
普
及
し
は
じ
め
た
輪
栽
式
農
法
が
絶
大
な
役
割
を
果
し
た
。
か
つ
て
の
広
大
な
牧
草
地

が
生
産
性
の
高
い
耕
地
に
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
輪
栽
式
農
法
の
普
及
と
と
も
に
諸
他
の
改
良
も
進
展
し
た
。
泥
灰
土
を
用
い
た

施
肥
の
改
良
が
同
じ
く
一
七
世
紀
の
初
頭
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
し
、
固
い
込
み
活
動
も
活
発
に
展
開
し
て
管
理
の
ゆ
き
届
い
た

一
五
六

農
場
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

深
刻
化
す
る
食
糧
危
機
に
対
し
て
、
「
ア
l
デ
ン
の
森
地
域
」
は
、
農
業
改
良
と
農
業
構
造
の
改
革
（
H
固
い
込
み
）
に
よ
っ
て

積
極
的
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
可
能
と
な
っ
た
穀
物
生
産
の
増
大
を
、
大
衆
的
穀
物
で
あ
る
大
変
の
生
産
に

ふ
り
向
け
た
の
で
あ
る
。
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「アーデンの森地域」の土地利用

形態（1530-1729)
図III

1530-69 

1570-1609 

161か49

1650回89
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r???:I休閑地

亡コ冬殺

16奴ト1729

圏雲罰牧草地
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V. Skipp, op. cit., p4s. 

図
直
は
一
五
三

O
年
か
ら
一
七
二
九
年
に
か
け
て
の
こ
の

地
域
の
土
地
利
用
形
態
の
変
化
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
食
糧
危
機
の
時
代
で
あ
る
一
六

O
九
年
｜
一
六
五

O
年

に
か
け
て
、
穀
物
の
作
付
け
面
積
が
著
し
く
増
大
し
て
い
る

が
、
な
か
で
も
春
穀
の
作
付
け
面
積
の
増
加
が
顕
著
で
あ

・

る
。
春
穀
こ
そ
は
、
大
麦
・
オ
l
ト
麦
を
主
体
と
し
た
大
衆

的
穀
物
で
あ
っ
た
。
冬
穀
で
あ
る
小
麦
の
作
付
面
積
が
増
大

・す
る
の
は
、
食
糧
危
機
が
解
決
さ
れ
た
一
六
五

O
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
は
遠
隔
地
市
場
む
け
の
肉
牛
生
産
を
お
こ
な
っ
て

い
た
こ
の
地
域
の
農
業
は
、
食
糧
危
機
の
深
刻
化
に
対
応
す

ベ
く
農
業
改
良
と
農
業
構
造
の
改
革
を
実
践
し
て
穀
物
生
産

に
転
換
し
、
し
か
も
、
生
産
さ
れ
た
穀
物
を
食
糧
危
機
に
苦

し
む
地
域
内
の
大
衆
市
場
に
供
給
し
た
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
農
業
改
良
を
な
し
え
た
の
は
増

大
す
る
人
口
の
大
部
分
を
占
め
る
貧
民
た
ち
で
は
な
か
っ
た

てコ 〆問、

ただ
f が
。
土川
地北
也の

ち主
農張

民Z
なさ
カミ フ
んに

？堂
ヨの
l み
マで
ンも
おな
よカミ
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び
ハ
ズ
バ
ン
ド
マ
ン
の
上
層
が
積
極
的
に
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
昂
騰
す
る
穀
物
価
格
に
刺
戟
を
受
け
て
、
農
業
改
良
を
積

極
的
に
お
こ
な
い
な
が
ら
、
肉
牛
生
産
か
ら
穀
物
生
産
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
努
力
は
功
を
奏
し
、
食
糧
危
機
を
解
決
し

う
る
よ
う
な
農
業
基
盤
の
整
備
が
進
行
し
、
そ
の
結
果
可
能
と
な
っ
た
穀
物
生
産
の
増
大
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
大
い
に
繁
栄
し
た
の

で
あ
る
。
図
wu
・
V
は
遺
産
自
録
を
残
し
得
た
比
較
的
富
裕
な
農
民
違
の
家
屋
の
規
模
別
分
布
と
平
均
規
模
家
屋
の
変
遷
で
あ
る
。

二
ハ
世
紀
に
は
圧
倒
的
多
数
の
農
民
が
一

2
三
部
屋
の
家
屋
に
住
ん
で
い
た
が
、
一
七
世
紀
中
葉
に
は
農
民
の
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
が

木
部
屋
以
上
の
家
屋
に
住
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
一
六
世
紀
に
は
こ
・
玉
部
屋
の
家
屋
が
平
均
規
模
で
あ
っ
た
の
に
、
一

（
幻
｝

七
世
紀
中
葉
に
は
六
・
玉
部
屋
の
家
屋
が
平
均
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

（お
v

か
つ
て
ホ
ス
キ
ン
ス
が
明
ら
か
に
し
た
「
農
村
に
お
け
る
建
築
プ
l
ム
」
は
、
川
北
の
想
定
と
は
異
っ
て
、
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
以
下

の
富
裕
な
農
民
た
ち
を
も
巻
き
こ
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
彼
ら
は
レ
ン
ガ
や
タ
イ
ル
な
ど
の
新
素
材
を
用
い
て
新
築
・
増
築
し

た
家
屋
に
質
の
良
い
家
具
、
調
度
品
を
備
え
つ
け
、
洋
服
ダ
ン
ス
に
は
か
つ
て
な
い
数
の
衣
服
を
収
納
し
た
の
で
あ
つ
い
官

食
糧
危
機
へ
の
彼
ら
の
積
極
的
・
創
造
的
対
応
は
、
「
土
地
持
ち
農
民
全
員
に
ゆ
き
わ
た
っ
た
奇
跡
的
な
生
活
水
準
の
上
恥
〕
と

な
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
地
域
社
会
の
富
裕
な
部
分
の
繁
栄
は
、
川
北
が
想
定
す
る
よ
う
に
、
貧
し
い
部
分
を
全
く

排
除
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
「
奇
跡
的
な
生
活
水
準
の
上
昇
」
は
「
奇
跡
的
な
雇
用
の
増
大
」
を
伴
わ
ず
に
は
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
生
活
水
準
の
上
昇
に
よ
る
消
費
需
要
の
増
大
は
、

「
生
態
学
的
危
機
」
へ
の
い
ま
ひ
と
つ
の
対
応
と
し
て
発
展

し
つ
つ
あ
っ
た
鉄
工
業
、
木
工
業
な
ど
地
域
の
原
料
を
用
い
た
農
村
工
業
に
強
力
な
刺
戟
を
与
え
、
穀
物
生
産
と
相
候
っ
て
、
大
量

の
雇
用
を
貧
民
た
ち
に
提
供
し
た
の
で
あ
る
（
園
田
）
。
貧
民
た
ち
の
雇
用
の
増
大
は
、
増
産
さ
れ
る
大
衆
用
穀
物
に
対
す
る
購
買
力

を
彼
ら
に
与
え
、
食
糧
危
機
の
解
決
に
貢
献
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
が
ス
キ
ッ
プ
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、

「ア
l
デ
ン
の
森
地
域
」
の
「
生
態
学
的
危
機
」
克
服
過
程
で
あ
る
。
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図W 「アーデンの森地域」の家屋の規模別分布
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「アーデンの森地域」の職人数の動向図VI
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こ
の
地
域
の
危
機
は
住
民
た
ち
の
主
体
的

．
創
造
的
対
応
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
二
ハ
ニ

O
年
か
ら
ι
木
四
九
年

の
聞
に
見
ら
れ
た
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
人

口
増
大
は
、
こ
の
よ
う
な
危
機
克
服
に
よ

372 

っ
て
可
能
と
な
っ
た
。

も
と
よ
り
、
こ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中

部
の
小
さ
な
地
域
の
危
機
へ
の
対
応
で
あ

っ
て
、
ど
こ
ま
で
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
規
模

に
栴
延
し
う
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
事
例

研
究
の
積
み
重
さ
ね
に
待
つ
他
は
な
い
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
危
機
へ
の
対
応
が
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
様
々
な
地
域
で
成
功
を
収

め
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
想
像
に
難
く

な
い
。
と
い
う
の
も
、
王
政
復
古
期
に
始

ま
る
人

・口
の
停
滞
は
J

大
量
の
穀
物
輸
出

下
に
出
現
し
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、

生

態
学
的
危
機
」
に
起
因
し
て
い
る
と
は
考



え
ら
れ
な
い
か
ら
で
も
し
か
も
、
二
ハ
六

O
年
か
ら
始
ま
る
穀
物
輸
出
が
単
な
る
人
口
の
停
滞
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
王
政
復

古
期
に
突
知
と
し
て
展
開
し
は
じ
め
る
｜
｜
と
川
北
が
理
解
し
て
い
る

1
｜
短
期
間
の
農
業
改
良
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
と
は
考

え
難
い
以
上
、
王
政
復
古
期
以
前
に
食
糧
危
機
は
基
本
的
に
解
決
さ
れ
て
い
た
と
判
断
す
る
以
外
に
は
な
い
。
穀
物
輸
出
の
解
禁
を

お
こ
な
っ
た
一
六
六

O
年
の
法
律
が
、
共
和
制
期
に
制
定
さ
れ
た
法
律
の
更
新
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
問
、
穀
物
需
給
の
緩
和
が
共
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和
制
期
に
既
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
つ
で
い
る
。
そ
し
て
、
図
阻
の
穀
物
価
格
の
動
向
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

’
一
六
四
七

年
か
ら
の
凶
作
期
を
除
け
ば
、
穀
物
価
格
は
既
に
一
六
四

0
年
代
か
ら
下
向
傾
向
を
示
し
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
六
四
二
年

2
二
ハ
四
六
年
が
、
穀
物
価
格
が
昂
騰
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
、
内
戦
期
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
に
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
食
糧
危
機
、
あ
る
い
は
川
北
の
主
張
す
る
「
生
態
学
的
危
機
」
を
イ
ギ
リ
ス
社
会
は
王
政
復
古
以
前
に
解
決
し
て

い
た
と
の
先
の
判
断
は
そ
れ
ほ
ど
正
鵠
を
失
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
人
口
の
増
大
が
経
済
成
長
を
呑
み
尽
す

ご
六
世
紀
型
成
長
」
を
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
克
服
し
た
の
は
、
一
七
世
紀
中
頃
か
ら
始
ま
る
人
口
の
停
滞
と
王
政
復
古
期
か
ら
始
ま

る
ー
ー
と
川
北
が
考
え
る
｜
｜
農
業
改
良
に
よ
っ
て
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
危
機
の
只
中
に
あ
っ
て
危
機
を
克
服
せ
ん
と
試
み

た
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
一
七
世
紀
初
頭
以
来
の
創
造
的
対
応
が
、
「
一
六
世
紀
型
成
長
」
を
打
破
し
う
る
経
済
的
・
制
度
的
条
件
を
作

り
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
一
七
世
紀
中
葉
以
降
に
人
口
は
何
故
に
停
滞
し
、
人
口
停
滞
に
よ
る
穀
物
需
要
の
低
迷
期
に
、
何
故
に
農
業
改
良
の

展
開
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

人
口
の
停
滞
に
つ
い
て
は
、
川
北
が
リ
グ
リ
l
に
依
拠
し
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
意
識
的
な
出
産
制
限
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
時
代
に
意
識
的
な
出
産
制
限
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
ワ
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た
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。

「
生
活
水
準
を
考
慮
し
て
出
産
を
制
限
す
る
と
い
う
選
択
」
が
定
着
し
た
、
あ
る
い
は
生
活
水
準
と
人



国vn イギリス殺物価怖の動1t1(1600-1649) 
指数

1000 

900 

600十：／：

~uu 
400 

/ a : ; I I 

u 

' ' 
』‘

: : ,', 
t ’ ー •，

” . ＇， ’－ ’ 
' ' . '. 

/ l ¥ I 1: : / 

指数l主 1450・99を100とする

一一一小!!t

一一一大変

,/. Thirsk （町1・）， Agrarian 
I • /¥ ／＼＼ ，’i 

History of Engumd anti 

Wi1l.田， Vol.IV1筑＇）（）・1640,

Statisl叩alAppendix, 

Table J.よりfj1／お

1600 1605 1610 1615 1620 1625 . 1630 1635 1640 ]645 Jr,50 

噌ト的



新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

口
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
心
性
が
変
化
し
た
（
本
書
、
九
六
！
九
七
頁
て
と
い
う
そ
れ
じ
た
い
誤
り
と
は
言
え
な
い
川
北
の
指

摘
も
、
「
何
故
に
こ
の
時
代
に
」
と
い
う
問
題
の
答
え
に
は
な
ら
な
い
。
一
七
世
紀
中
葉
ま
で
継
続
し
た
「
生
態
学
的
危
機
」
と
い

う
本
書
の
命
題
を
論
理
的
に
つ
き
つ
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
食
糧
危
機
に
よ
っ
て
飢
餓
的
水
準
に
ま
で
追
い
つ
め

ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
餓
死
を
避
け
る
べ
く
出
産
制
限
を
お
こ
な
っ
た
、
と
。
飢
餓
的
水
準
の
そ
れ
以
下
へ
の
下
降
の
回
避
を

「
生
活
水
準
の
考
慮
」
と
呼
ぶ
に
値
い
す
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
主
張
は
次
の
点
に
お
い
て
破
綻
す
る
。
す
な
わ

ち
、
事
実
そ
の
よ
う
な
形
の
出
産
制
限
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
た
と
え
穀
物
価
格
が
低
下
し
て
も
、
工
業
製
品
に
所
得
を
ふ
り
向
け
う

る
よ
う
な
実
質
所
得
の
増
加
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
乏
し
い
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

人
口
史
研
究
の
蓄
積
を
持
た
な
い
筆
者
が
、
こ
の
問
題
に
ポ
ジ
テ
ィ
グ
に
答
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
だ
が
、
川
北
説
の
破

綻
が
、
一
七
世
紀
中
葉
ま
で
継
続
し
た
「
生
態
学
的
危
機
」
、
と
い
う
命
題
に
内
在
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
命
題
を
批
判
的
に

検
討
し
終
え
て
い
る
我
々
は
そ
の
破
綻
を
免
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

食
糧
危
機
に
対
す
る
一
七
世
紀
初
頭
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
積
極
的
対
応
は
、
危
機
克
服
の
た
め
の
経
済
的
諸
条
件
を
作
り
出
し

た
ω

農
業
改
良
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
経
済
的
諸
条
件
は
、
か
つ
て
な
い
高
い
生
活
水
準
の
享
交
を
少
な
か
ら
ぬ
人
々
に
保
証
し

な
が
ら
、
ふ
た
た
び
人
口
増
大
を
可
能
に
し
た
。
ふ
た
た
び
開
始
さ
れ
た
人
口
増
大
が
既
に
獲
得
さ
れ
て
い
る
生
活
水
準
を
脅
か
す

時
、
人
々
は
意
識
的
な
出
産
制
限
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
。
新
た
な
経
済
的
諸
条
件
の
も
と
に
お
け
る
現
象
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

一
七
世
紀
中
葉
以
降
の
人
口
停
滞
は
、
賃
金
の
昂
騰
を
促
し
て
人
々
の
実
質
所
得
を
増
大
さ
せ
、
食
糧
品
以
外
の
財
貨
へ
の
需
要
を

〔お）

促
進
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
リ
グ
リ
l
、
チ
ェ
ン
パ
l
ス
の
言
う
「
生
活
水
準
を
防
御
す
る
た
め
の
家
族
制
臨
〕
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
生
活
水
準
と
人
口
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
心
性
の
変
化
は
、
既
に
達
成
さ
れ
て
い
た
高
い
生
活
水
準
が

前
提
条
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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一
七
世
紀
中
葉
か
ら
急
速
に
展
開
す
る
農
業
改
良
を
、
「
穀
物
価
格
の
低
迷
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
と
い
う
「
逆
説
的
関
係
」
で
理

解
す
る
川
北
の
論
理
も
説
得
力
を
欠
く
。
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
一
六
世
紀
末
か
ら
始
ま
る
食
糧
危
機
の
時
代
に
各
地
域
は
穀
物

生
産
の
増
大
に
よ
っ
て
危
機
を
解
決
し
、
一
六
四

0
年
代
か
ら
の
穀
物
価
格
の
低
下
を
実
現
す
る
。
そ
れ
に
加
え
た
人
口
停
滞
に
よ

る
穀
物
価
格
の
低
迷
は
、
穀
物
生
産
を
め
ぐ
る
生
産
者
間
の
競
争
と
地
域
間
競
争
を
一
挙
に
激
化
さ
せ
た
。
低
迷
す
る
穀
物
価
格
を

め
ぐ
る
競
争
の
激
化
、
こ
れ
が
農
業
改
良
の
展
開
に
拍
車
を
か
け
た
原
因
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
指

摘
す
る
ご
と
く
、
農
業
改
良
に
適
し
た
軽
土
地
帯
は
穀
物
生
産
に
い
っ
そ
う
特
化
し
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
を
中
心
に
し
た
重
土
地
帯
は

（
叫
品
）

牧
畜
業
に
特
化
す
る
と
い
う
、
農
業
の
地
域
的
分
業
が
こ
の
時
期
に
著
し
く
進
行
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
穀
物
価
格
の
動
向
に

敏
感
に
反
応
し
て
農
業
経
営
を
改
良
し
て
い
っ
た
主
体
が
借
地
農
業
経
営
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
も
は
や
繰
り
返
す
ま
で
も
あ
る
ま

I
V
 イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
業
改
良
は
、
人
口
増
大
に
よ
る
食
糧
危
機
に
よ
っ
て
進
展
し
、
危
機
解
決
後
の
穀
物
価
格
の
低
迷
に
よ
っ

て
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
人
口
矯
大
に
よ
る
ご
六
世
紀
型
成
長
」
の
破
産
、
人
口
停
滞
に
も
か
か
わ
ら
ず
展
開
し
た
そ
の
後

の
農
業
改
良
に
よ
る
新
た
な
成
長
の
型
の
誕
生
、
と
い
う
川
北
の
基
本
的
枠
組
は
、
そ
の
根
底
か
ら
の
破
綻
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
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〈
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円
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間
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a
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a

だ
が
、
安
い
穀
物
価
格
を
め
ぐ
る
地
域
周
競
争

の
激
化
は
、
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
農
業
が
直
面
し
て
い
た
事
態
の
一
面
で
し
か
な
い
。
安
い
穀
物
価
格
は
生
産
者
聞
の
競
争
を
も
激
化
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
資
本
カ
の
あ
る
借
地
幾
は
、
農
業
改
良
の
促
進
に
よ
っ
て
対
応
し
た
。
す
ぐ
後
に
見
る
ハ
バ
カ
ク
の
研
究
で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
地
主
た
ち
の
改
良
投
資
は
、
こ
う
し
た
借
地
農
の
要
請
に
応
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
改
良
投
資
を
行
な
い
え
な
い
多
く
の

小
農
は
こ
の
時
期
に
没
落
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

（
7
）
川
北
も
、
地
域
的
特
化
は
見
ら
れ
て
も
フ
ァ
ン
・
バ

I
ト
の
言
う
農
業
の
「
収
縮
」
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
お

り
、
ジ
ョ
l
ン
ズ
の
主
張
を
採
用
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
川
北
の
主
張
は
、
農
業
不
況
期
に
農
業
の
「
収
縮
」
が
起
ら
な
か
っ

た
の
は
、
地
主
に
よ
る
改
良
投
資
が
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
・
バ
l
ト
が
主
張
し
ジ
ョ
l
ン
ズ
が
否
定
し
た
農
業
不

況
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
上
で
フ
ァ
ン
・
パ
l
ト
の
主
張
を
「
収
縮
」
と
読
み
か
え
、
そ
れ
を
地
主
の
改
良
投
資
に
よ
っ
て
否
認
す
る
と
い
う

芸
の
細
か
い
方
法
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
毛
色
ム
え
。
司
虫
色
な
『
ヨ
伺
円
聞
の
役
割
を
決
定
的
に
重
視
す
る
ジ
ョ
l
ン
ズ
の
主
張
と
は
か
け

離
れ
て
い
る
。
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S
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M
・
5
g・
（
邦
訳
「
一
七
、
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地
主
層
の
経
済
的

役
割
」
、
川
北
稔
訳
『
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
業
問
題
』
未
来
社
、
社
会
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
所
収
）

（
9
）

muo－2
5
p
叫
ヨ
吉
岡
n
s
s
s－y
ミ同門誌』判円。昌弘同恥
uqlH可
8
・
。
民
o
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ミ

宅
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HNNOHN少
同
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0
5
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『
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曲
目
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Oロ
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円
。
垣
己
回
目
ロ
何
回
開
－
曲
目
色
・
回
目
m
o
－－H
∞H
m
J

喝・申叩
・

（
叩
）
悶
淵
淳
一
「
『
農
業
革
命
』
研
究
の
動
向
と
課
題
」
、
北
大
『
経
済
学
研
究
』
第
三
ニ
巻
、
第
三
・
第
四
号
、
同
「
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
幾

業
の
発
展
（
一
六
六
O
｜
一
七
六
O
）
！
と
く
に
経
土
地
帯
を
中
心
と
し
て
｜
」
、
同
誌
、
第
一
三
一
一
巻
、
第
四
号
、
お
よ
び
社
会
経
済
史
学
会

第
五
三
回
大
会
で
の
田
淵
の
報
告
（
『
大
会
報
告
要
旨
』
を
参
照
）
。

（
U
）
椎
名
重
明
『
近
代
的
土
地
所
有
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
第
一
章
。
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新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

（
お
）
川
北
は
「
生
態
学
的
危
機
」
と
い
う
概
念
を
ス
キ
ッ
プ
か
ら
借
り
、
彼
に
依
拠
し
て
危
機
の
深
刻
さ
を
描
い
て
い
る
。
だ
が
、
ス
ッ
キ
プ

の
研
究
意
図
は
、
危
機
克
服
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
こ
そ
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
骨
骨
骨
研
究
で
は
な
く
、
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
い
う

範
鴫
に
み
ず
か
ら
の
研
究
を
位
置
づ
け
る
の
だ

3
E宅－

e－
n
F
目y
m
）。

．

〈
お
）
以
下
の
叙
述
は
、

ω
E問者、也、・

ha－－

n町
田
宮
市
司
叶

4
2－z
g
m
g宮
5
2
H
〉
m
B
2
s
m
u
Zロ間四
J
n
E宮
R
∞
4
2
E
g
m
g
s

旬。ロ田町師

u
z
g司
開
g
三
O
司

2
3件。唱
g
E岡
田
還
に
主
と
し
て
依
拠
す
る
。

（
幻
）
同
じ
傾
向
は
、
壬
骨
骨
岳
払
r
b
個
人
の
富
が
ふ
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
川
北
が
本
書
四
三
頁
に
掲
載
し
て
い
る
、
パ
l
リ
ィ
の
個

人
資
産
統
計
に
も
見
ら
れ
る

2
・
4
『－

E
ュ
ミ
＼
3
5
Z
5
2
2仏
RUDE岡町田

5
0
8
5印．
J
F
S
S片
足
な

m
o
q
P
5
0
3
N
E

R
y
s－－丘一－

E
忠
・
唱
－
N
宏
）
。
一
五
七
二
年
ま
で
は
三
部
屋
以
下
の
家
屋
が
全
体
の
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
が
、
二
ハ
一
一
一
五

年
に
は
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
て
い
る
。
他
方
で
、
一
五
七
二
年
ま
で
は
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
か
な
か
っ
た
四
部
屋
以
上
の
家
屋
が
、

五
三
パ

l
セ
ジ
ト
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
聞
に
個
人
資
産
は
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

た
し
か
に
王
政
復
古
後
の
個
人
資
産
の
潜
大
は
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
。
し
か
し
、
一
六
三
五
年
ま
で
に
個
人
資
産
が
増
加
し
な
か
っ
た

と
は
と
て
も
言
え
ま
い
。
ま
し
て
や
、
「
生
態
学
的
危
機
」
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

〈泊）

4
『
・
の
・
因
。
終
吉
田
・

2
吋
宮
河
内

E
E
E問
。
片
岡

E
S－
MW3同
E
E
5
8
1岡田
8
3・
E
M
H
S弘
、
ミ

hgH・
s
－
品
・
呂
田
・

〈却）

ωre同y
o
t
v－
n
p
n
F者
同
市
円
由
E
V
向
。
島
市
－
氏
。
巾

g
o同『曲目
MFF
開
noロ
o
g
k
曲白色

ω。
nu－
O
柑〈市吉田】ヨ巾ロ

F
5
3
1
5
S
3・

（叩）

ω笠間】同
F
9
4
v
－
na－－－
M

・叶
0
・

（
幻
）
富
裕
な
階
層
の
生
活
水
準
の
上
昇
は
、
家
内
奉
公
人
の
需
要
を
も
培
大
さ
せ
、
こ
れ
も
雇
用
の
創
出
に
貢
献
し
た
（
ω
E
3・
S
・

n
p

間同・日ニ）。

〈
詑
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
川
北
も
否
定
し
て
い
る
（
本
書
、
九
一
頁
以
下
を
参
照
）
。

（
犯
）
一
六
六
O
年
の
法
律

HN－
m
v
R
F・。・

A
F

は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
一
六
五
六
年
一
一
月
二
七
日
に
制
定
し
た

h
a
h
a
》
可
$
町
周
旬
、
q
l

E
H
S
ミ．

5
3
R
3
3告
さ

A刊
号
句
、
問
主
・

9
9
8
H
P
S札
ミ
S
H
h
p
n
H
5
A三
宮
崎
。
5
5
3同
一
ぬ
ま
を
更
新
し
た
も
の
で

あ
る
。
〉
・
出
－

H
o
y
p
a開ロ問－

zv
〉岡円
K
E
E
S－－

s－ugd、
市
ヨ
巾
ロ
同
副
ロ
内
田
の
『
曲
目
ロ
何
回
目

V
R
F
H
S
o
l－浅間
J

Z

H

の
O
戸
冊
目
白
ロ
曲
ロ
品
』
O
V
ロ

－

z．‘叫イ
bar・
c
g旬、話ヨ
s
h
a
a丸
岡
町
ロ
ヨ
ロ
遣
い
て
宮
、
ミ
ム
さ
出
悼
む
な
同
三
RHN
』円詰色町宮廷件岡崎－
hHH匂旬、喝・
23RnhH白
河
～
・

3hp同
コ
円
。
ロ

aop

回
申
J『－

v
w－

A
F
J『
・
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〈
担
）
こ
の
グ
ラ
フ
は
、

h
h言
、
宮
諸
民
な
町
ロ
ミ
ミ
．
N

門
誌
目
白
ミ

sh民
需
a
E・
g－
－
芝
に
も
と
づ
く
一
六
五

O
年
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿

脱
稿
後
に
入
手
し
た
の
－
回
》
、
．
』
刊
8
再ロ司
H

帆町』吋
h

円』守白司

H

也∞品．
d

、。－．－同凶匂
一．
ち
t
企
の
一
五
O
O年
t
一七
O
O年
ま
で
の
穀
物
価
格
グ
ラ
フ
に
よ
れ
ば
、
我
々
の
予
想
ど
お
り
、
共
和
制
期
に
価
格

は
下
落
し
て
い
る
。

ハ
お
）
の

o－O
B
S－
a
a
z
e
O
R
E
S個
別
口
関
口
田
町
明
g
g
B『
口
剛
円
宮

ω
2
2
8
2
S
P
E
R－－
N
円

q
g
g帆
町
民
主
q
q
h州

S
R
H
3

N
ロn
－
8
『
a
g－－
i
F
H曲目白ぜ司－
N
∞
∞
・
〉
・
国
・
』

ovpaa〉回百四
n
z
o同
開
ロ
包
曲
目
回
明
noロ
OSF円
。
g
唱同町

S
5
0
司
町
民
固
と
同
。
剛
同
町
。

切
符
伊
丹

2
5
v
の冊目
Z
ミ

J
h
Sき
華
民
町
余
目
。
・

HH0・
S
2・

〈
日
凋
）
者
江
田
刷
－

3
・
a
Eヨ
ξ
ピ
邑
押
さ
g
g
M
M
B
B
E
E広
三
色
刷
局

E
E－－－

hmgq草帆
n
s
a
q
q
p
e
s－－
N

ロ弘前帽『－－

S
F
H
F

5
8”の
E
S
F
R
9
3も・同氏・・℃・

ZAP－

〈
幻
）
こ
れ
は
、

・こ
れ
ま
で
の
論
証
か
ら
論
理
的
に
導
き
出
さ
れ
た
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
人
口
史
の
実
証
的
根
拠
に
裏
づ
け
さ
れ
た
も
の
で
は
な

ぃ
。
だ
が
「
生
態
学
的
危
機
」
克
服
後
の
人
口
停
滞
を
「
家
族
制
限
」
で
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、
論
理
的
に
は
以
上
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
も
っ
と
も
、
次
の
よ
う
な
ク
レ
イ
の
主
張
も
あ
る
。
「
家
族
制
限
」
は
人
口
急
増
期
の
一
六
世
紀
に
起
源
を
持
つ
が
、
ひ
と
た
び

定
着
し
た
慣
習
は
、
実
質
賃
金
が
増
大
し
は
じ
め
た
二
ハ
一

0
年
代
以
降
は
お
ろ
か
、
危
俊
克
服
後
の
一
七
世
紀
中
葉
以
降
ま
で
維
持
さ
れ
続

け
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
ロ
ミ
・
口
、
・

na－－

3
・
包
t
N
C・
ク
レ
イ
説
の
難
点
は
、
「
ア
l
Jア
ン
の
森
地
域
」
が
経
験
し
た
一
六
二

O
年
t
一

六
四
九
年
ま
で
の
人
口
潜
大
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
人
口
は
経
済
的
事
情
を
異
に
す
る
諸
地
域
で
多
様
な
動
き
を
示
す

も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
ク
レ
イ
説
を
返
り
ぞ
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
確
か
な
こ
と
は
、
「
生
態
学
的
危
機
」

克
服
以
降
に
、
人
口
停
滞
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
既
に
達
成
さ
れ
て
い
た
高
い
生
活
水
準
と
い
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
全

体
が
高
い
生
活
水
準
を
享
受
し
て
い
た
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
お
そ
ら
く
ヨ
l
マ
ン
以
上
の
階
層
の
人
々
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
以

下
の
人
々
が
極
端
な
貧
困
に
鳴
い
で
い
た
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
一
六
、
七
世
紀
の
労
働
者
の
実
質
賃
金
の
著
し
い
低
下
に
つ
い
て

は
、
従
来
ブ
ラ
ウ
ン
と
ホ
プ
キ
ン
ス
の
「
建
築
労
働
者
」
の
実
質
賃
金
指
数
が
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
建
築
労
働
者
」
が
農
業
経
営

を
も
お
こ
な
っ
て
い
た
親
方
職
人
で
あ
つ
こ
と
を
一
つ
の
重
要
な
狼
拠
に
、
彼
ら
の
受
け
取
る
工
賃
を
労
働
者
の
賃
金
基
準
と
す
る
こ
と
に
対

し
て
、
強
い
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
。
・
4
弓

00弘司
M
E－
a
d
g岡
町
宮
門
2
5
a
F
E口問

ω門S
E
a－
ロ
】
M
B
E
H
E
S
E回
二
w
ロ開
E
E
J

、
aagh町、ミおお
hu
ロ
o・

s・
5
2・
な
お
、
二
ハ
、
七
世
紀
の
生
活
水
準
の
低
下
に
対
し
て
、
チ
ェ
ン
パ
l
ス
は
強
い
疑
問
を
提
示
し
て
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い
た
令
官

g
Z
E
e－
np目

y
H
ω
申
）
。

（
お
）
守
口
市
叩
＼
メ
伺
ユ
n
z－
E
5
副

主

制

S
E
E－
n
の
24弓
吾
吉
岡
W
岡－

S
P
H
a
m－－広岡町
J

ぇ
－－j
p岡
『

Fg胃
異
色
。
円
一
間
宮
前

O
剛

E
a
g可
】
〉

結

び

帝
国
経
済
を
基
礎
に
し
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
一
貫
し
た
貫
徹
と
い
う
、
川
北
の
「
新
た
な
」
近
代
イ
ギ
リ
ス
社

会
史
像
を
、
我
々
は
そ
の
現
実
的
基
礎
に
お
い
て
検
証
す
る
作
業
を
試
み
て
き
た
。

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

「
商
業
革
命
」
が
作
り
出
す
広
大
な
外
国
市
場
と
、
「
商
業
革
命
」
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
富
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
よ
る
生
産

的
・
非
生
産
的
消
費
が
作
り
出
す
「
圏
内
市
場
」
｜
｜
。
川
北
の
歴
史
像
を
支
え
て
い
る
の
は
、
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
成
長

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
形
成
因
す
べ
て
を
、
究
極
的
に
、
「
商
業
革
命
」
に
起
因
さ
せ
る
独
自
の
経
済
史
学
で
あ
っ
た
。
だ
が
彼
独
自
の
経

済
史
学
は
、
以
下
の
点
で
根
本
的
な
矛
盾
を
包
蔵
し
て
い
た
。

（

1
）
「
新
世
界
市
場
」
に
牽
引
さ
れ
な
が
ら
発
展
し
た
と
川
北
が
主
張
す
る
「
雑
工
業
」
は
、

に
圏
内
市
場
に
依
拠
し
て
い
た
。

一
八
世
紀
を
通
じ
て
、
決
定
的

（

2
）
 

川
北
の
「
圏
内
市
場
論
」
を
構
成
す
る
地
主
主
導
の
農
業
改
良
と
一
七
世
紀
中
葉
以
降
の
人
口
停
滞
は
、
前
者
が
そ
の
起

源
と
推
進
主
体
を
見
誤
っ
て
い
る
点
で
、
後
者
が
一
七
世
紀
中
葉
以
前
に
達
成
さ
れ
て
い
た
生
活
水
準
の
上
昇
と
の
関
係
を

見
失
っ
て
い
る
点
で
、
破
綻
を
き
た
し
て
い
た
。

総
じ
て
、
川
北
の
歴
史
像
を
支
え
る
経
済
史
的
枠
組
み
は
理
論
的
・
実
証
的
妥
当
性
を
欠
如
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
提
唱
さ
れ
た
「
新
た
な
歴
史
像
」
は
、
現
実
的
基
礎
を
欠
い
た
空
疎
な
も
の
で
あ
る
他
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
新
た
な
歴
史
像
」
を
空
中
楼
閣
た
ら
し
め
た
究
極
的
な
原
因
は
、
誤
っ
た
一
八
世
紀
理
解
を
川
北
に
抱
か
せ
た
、
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「
一
六
世
紀
型
成
長
」
と
い
う
概
念
な
の
で
あ
る
。
人
口
増
大
に
起
因
す
る
経
済
の
量
的
拡
大
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
概
念
の
中
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に
は
、
生
産
性
の
増
大
は
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
増
大
し
た
人
口
を
養
う
べ
き
農
業
に
可
能
な
の
は
、
劣
等
地
の
耕
作
と
い
う
外

延
的
な
拡
大
の
み
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
急
増
す
る
人
口
が
経
済
成
長
を
呑
み
尽
し
、
「
生
態
学
的
危
機
」
が
出
現
す
る
こ
と

に
な
る
。
生
産
性
の
増
大
の
可
能
性
が
な
い
以
上
、
「
生
態
学
的
危
機
」
は
内
発
的
に
は
解
決
さ
れ
得
ず
、
ゆ
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で

い
っ
て
全
面
的
な
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
迎
え
、
し
か
る
後
に
外
在
的
な
要
因
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
「
商
業
革

命
」
、
「
商
業
革
命
」
か
ら
抽
出
さ
れ
た
資
金
に
よ
る
農
業
改
良
、
そ
し
て
、
「
い
ま
の
と
こ
ろ
理
由
づ
け
の
難
し
い
」
（
本
書
、

七
頁
）
人
口
の
停
滞
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
『
商
業
革
命
』
こ
そ
は
『
人
口
圧
に
よ
る
危
機
』
か
ら
の
い
く
つ
か
の
脱
出
口
の
う
ち
で
も
：：
：
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
に

な
る
は
ず
で
あ
る
」
（
本
書
、
八
一
頁
。
傍
点
は
筆
者
）
。

内
発
的
な
対
応
能
力
を
持
た
な
い
「
一
六
世
紀
型
成
長
」
が
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
迎
え
る
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
何
も
し
な
か

そ
の
よ
う
に
「
な
る
は
ず
で
あ
る
」
。
だ
が
、
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
国
民
は
、
危
機
へ
の
積
極
的

な
対
応
に
よ
っ
て
、
危
機
の
只
中
か
ら
新
た
な
成
長
へ
の
諸
条
件
を
主
体
的
に
・
内
発
的
に
作
り
上
げ
て
い
・っ
た
の
で
あ
る
。

危
機
の
時
代
を
変
革
の
時
代
た
ら
し
め
る
歴
史
的
主
体
を
欠
如
し
た
川
北
の
歴
史
叙
述
は
、
文
体
上
の
動
態
性
と
は
裏
腹
に
、
実

に
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
内
発
的
対
応
能
力
を
持
た
な
い
ご
六
世
紀
型
成
長
」
の
破
産
｜
｜
「
商
業
革
命
」
に
よ
る
経
済
成

長
、
と
い
う
歴
史
把
握
は
、
危
機
の
中
で
新
た
な
経
済
的
諸
条
件
を
作
り
上
げ
ベ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
絶
対
王
制
を
打
ち
倒
し
て
ゆ

く
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
社
会
・
経
済
・
政
治
的
諸
変
革
を
そ
の
動
態
性
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
困
難
た
ら
し
め
て
い
る
。
の
み
な

ら
ず
、
｜
｜
イ
ギ
リ
ス
経
済
発
展
の
内
発
的
な
運
動
が
欠
如
し
て
い
る
が
故
に
｜
｜
川
北
の
強
調
し
て
止
ま
な
い
「
商
業
革
命
」

も
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
運
動
が
作
り
出
す
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
与
件
と
し
て
現
象
し

っ
た
、
と
想
定
す
る
か
ぎ
り
、



て
し
ま
う
。

み
ず
か
ら
作
り
出
す
運
動
に
他
の
諸
地
域
を
従
属
さ
せ
る
緊
張
と

「
商
業
革
命
」
は
、

イ
ギ
リ
ス
初
期
資
本
主
義
が
、

矛
盾
に
満
ち
た
過
程
と
し
て
で
は
な
く
、
発
展
能
力
を
欠
知
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
に
発
展
能
カ
を
外
か
ら
与
え
る
も
の
と
し
て
叙
述

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自
己
の
経
済
的
運
動
に
よ
っ
て
世
界
を
作
り
変
え
ん
と
す
あ
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
イ
ギ
リ
ス
の
姿
は
、
ー
ー

川
北
の
本
来
の
意
図
に
反
し
て
｜
｜
跡
か
た
も
な
く
消
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

川
北
の
歴
史
理
解
が
第
三
世
界
問
題
に
与
え
る
影
響
も
微
妙
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
「
中
枢
」
に
よ
る
収
奪
こ
そ
が
現
在
の
「
低

開
発
」
を
生
み
出
し
た
、
と
い
う
「
従
属
学
派
」
を
強
力
に
パ
ッ
ク
・
ア

ッ
プ
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
だ
が
、
危
機

へ
の
主
体
的
対
応
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
「
商
業
革
命
」
と
い
う
外
的
要
因
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
イ
ギ
リ
ス
は
危
機
を
克
服
し
え

た
、
と
い
う
国
民
の
歴
史
的
主
体
性
を
欠
知
し
た
歴
史
認
識
が
、
第
三
世
界
の
自
立
的
な
発
展
を
願
う
研
究
に
貢
献
し
う
る
か
ど
う

新たな近代イギリス史像とそのリアリティ

か
は
、
疑
い
な
し
と
は
言
え
な
い
。

【
追
記
】
本
論
文
は
、
法
政
大
学
教
授
船
山
栄
一
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
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で
発
表
し
た
草
稿
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
貨
重
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示
唆

を
与
え
て
下
さ
っ
た
船
山
栄
一
氏
、
東
京
外
国
語
大
学
教
授
佐
藤
弘
氏
、
青
山
学
院
大
学
助
教
授
酒
田
利
夫
氏
、
都
立
商
科
短
大
助
教
授
米
山

秀
氏
、
福
島
大
学
助
教
授
菊
地
荘
蔵
氏
、
埼
玉
大
学
助
手
四
元
忠
博
氏
、
立
教
大
学
大
学
院
道
重
一
郎
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
本
論

文
作
成
の
た
め
に
必
要
な
文
献
の
探
索
に
御
協
カ
下
さ
っ
た
専
修
大
学
教
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氏
、
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学
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感
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上
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